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変化の年となった、2015年度のウルトラファクトリー。初めてキュレーターを迎えた
「ULTRA AWARD 2015」は、ポスト・インターネットをテーマに掲げた長谷川祐子による
キュレーションのもと、若きアーティストたちが試行を繰り返して展覧会の日を迎えた。
また、本年度よりウルトラファクトリーに新設されたクラブ活動は、趣味や興味から
発展させたハイレベルな創作を、学生が自主的に生み出すことを目的に始動。本誌では、
ウルトラの枠を飛び越え一大ムーブメントとなった、「コラージュ川柳クラブ」をピック
アップして紹介する。そして、巻頭を飾るのは、「ULTRA× Kawaii PROJECT」を終え
た増田セバスチャンへのインタビュー。琳派400年を記念した展覧会「PANTHEON ―神々
の饗宴―」に向けた本プロジェクトでの経験はどのようなものだったのだろうか。

2015 was a year of change for Ultra Factory. ULTRA AWARD 2015 welcomed a curator 

for the first time, and under the theme of the Post-Internet given by the curator Yuko 

Hasegawa, the young artists awaited the day of the exhibition as they repeated their 

trials. This year also saw the introduction of new club activities, with the aim of having 

students proactively create high level works that develop from their hobbies and 

interests. This paper will pick up and present the Collage Senryu Club, which went 

beyond the realm of the Ultra Factory to be come a large movement. Also featured 

as the lead article is an interview with Sebastian Masuda, who completed the ULTRA
×Kawaii PROJECT. What was the experience of the project that coincided with the 

PANTHEON-Feast of the Gods exhibition that celebrated 400 years of Rinpa?
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彼は純粋な人なのか ?  それとも、稀代のパフォーマーか？
Is he a pure person or a very rare performer ?
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増田セバスチャンインタビュー

INTERVIEW WITH
SEBASTIAN MASUDA 

―― 大学内のプロジェクトとして、学生とともに制作すると
いうことは、増田セバスチャンさんにとってはじめての
経験だったのではないかと思います。そのことについて
の印象を教えてください。

増田  プロジェクトをはじめるにあたって、最初、100人近
い学生の問いあわせがありました。その後、書類選考で
50人くらいまで絞ったのですが、最後までやり遂げら
れた子は 20人くらいでしたね。そうやって人数が減っ
ていくなかでも残った子は、プロジェクトを進めるにつ
れてだんだん精悍な顔つきになっていくんです。アート
の現場を目の当たりにすることによって、どんどん変
わっていった。だから学生たちにとっても、今回の出来
事は大きな経験と財産になったんだと思いますね。

――  I believe it is the first time that you have worked 

with students in a project in a university. Can 

you tell us about your impressions?

Masuda When we started the project, there were nearly 

100 inquiries for the students at first. We managed 

to reduce this down to around 50 based on their 

documents, but in the end there were about 20 

students left. The ones that remained after we 

reduced the numbers came to have more and more 

of a determined expression on their faces. Seeing 

the reality of art in the flesh made them keep 

changing. So for the students as well, I think that 

this event was an important experience for them to 

treasure.

―― 増田さん自身の体験としてはいかがでしょうか？

増田  僕が原宿で活動をはじめて 20年くらいが経ちました。
原宿を介してつながっている子たちも、時代とともに
次々と世代が入れ替わっていきます。最近はきゃりー（ぱ
みゅぱみゅ）ちゃんね。僕はその約 20年の間に、彼女
たちに合わせようと思ったことは一度もないんです。む
しろ「ついてこられるならどうぞ」くらいの感じで挑ん
でいて、そのスタンスは今回のプロジェクトでもまた同
じです。僕は、基本的に若者のことをライバルだと思っ
ているんです。なので、若い世代ならではの情熱と馬力
を学生たちから学べたことが刺激的でした。

―― What was your experience like personally?

Masuda It has been 20 years since I started my activities 

in Harajuku, but in that time the generations that 

I’ve come into contact their have changed a lot. 

So lately in that process, Kyary (Pamyupamyu) has 

emerged. However, in those 20 years or so I never 

once thought of trying to fit with those girls. On 

the contrary, I went with the feeling of ‘if you can 

keep up with me, then go ahead’, and it was with 

this same stance that I approached this project 

as well. I basically see young people as rivals, so 

the student’s passion and power that is unique to 

younger generations was something that taught me 

as well as stimulated me. 

―― スタンスとしてはいつもと変わらず進められていたん
ですね。京都にはどのくらいの頻度で来られていたん
でしょう？

増田  多くて 1週間に 3回くらい来ていました。日数はもう
覚えてないなあ。京都の街はすごく落ち着くというか、
人間らしくなれるような場所でした。自分自身と向き合
う時間が多かったように思います。東京では、常に外側
からの刺激があって、バッティングセンターで目の前に
きたボールを何度も打ち返すことを繰り返しているよう
なんですけど、京都はそれとはまったく違って、青い空
を見ているうちに液体が出てきて、それをすくい取って
作品にする感じというのかな（笑）。僕にとってのアー
ト制作は、自己の探究的な部分があるんです。貴重な時
間を過ごすことができたと思います。

―― So, you always go forward with the same stance. 

How often did you come to Kyoto?

Masuda At most I would come 3 times a week. I don’t know 

how many times in total. I think that Kyoto is a very 

calming place, in other words a place where you 

can be more ‘human’ and where I could spend a lot 

of time facing up to myself. Tokyo is somewhere to 

seek out stimulation from the outside, so you could 

say it is like a batting center where you repetitively 

hit back the balls that come towards you time after 

time, whereas Kyoto is completely different, maybe 

you could say it is like liquid that emerges while you 

look up at the blue sky, and then you scoop this up 

to make your work (laughs). Artistic expression to 

me is partially about exploring the self, so I think I 

spent some precious time here.

ヤノベケンジとの「ULTRA×Kawaii PROJECT」を終えた増田セバスチャン。
プロジェクトを通じて、琳派 400年を記念した展覧会「PANTHEON ―神々の饗宴―」に
出品したその経験は、どのようなものだったのか。

Masuda Sebastian who finished the "ULTRA × Kawaii PROJECT" with Yanobe.

Through the project, the exhibition to commemorate the 400 years

Rinpa to PANTHEON —— gods of the feast.

Whether the exhibition was its experience, was what kind of thing.

Text by Tatsuki Katayama (BYEDIT/Department of Fine and Applied Arts 2nd year)

Yu Ito (BYEDIT/Department of Information Design 1st year)

文 :片山達貴 (BYEDIT/美術工芸学科 2回生 )

伊藤邑 (BYEDIT/情報デザイン学科 1回生 )
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kawaiiとは…?
What's Kawaii...?

呆然

―― 京都のその表現、よくわかる気がします。

増田  あとは、今回のプロジェクトが琳派をテーマにしていた
ので、琳派のことを調べたり、いろんな人に話を聞いた
りしていたんですけど、自分がやってきた「Kawaii」っ
て、実はルーツとしては琳派にもつながるような色彩構
成だったこともわかってきて。知らない間に自分は歴史
とつながっていたんだなと気づかされました。

―― Kawaiiが琳派にも通じるというのは？

増田  Kawaiiはビビッドな色で構成されてますけど、色彩構
成で言えば、琳派くらいの時代とも結構似ているという
ことなんです。Kawaiiって最近出てきた流行のものだ
と思われますけど、日本美術の文脈ともコネクトするも
のがあった。実はうちの実家が呉服屋さんだったので、
子どもの頃に反物で遊んだりだとか、和の世界にも親し
みがあったんですけど、そういった原体験がまさか今に
なって関係してくるとも思ってなかった。そういう意味
では、京都に来てすごくいろんな発見がありましたね。

―― 増田さんの作品の色彩といえば、絶対に混じりあわな
いような強い色がきちんと調和しているところがおも
しろいと思っていました。

増田  僕の作品って、わりと色や色彩構成に興味を持ってもら
うことが多いんですけど、実はそこはかなり感覚的なと
ころがあって、自分でもどうやっているのかわからない。
実は僕が一番重要だと思っているのは言葉で、作品は言
葉を視覚化している感じなんです。アウトプットって実
はどうでもよかったりするんですね。

―― 言葉にそこまで意識を持たれていたんですね。

増田  そうですね。だから本当は、作品がカラフルである必
要もないんです。僕の作品に «TIME AFTER TIME 

CAPSULE» というプロジェクトがあります。自分だ
けが思う Kawaiiものを、透明な箱の中に入れてもらう
という作品で、特にカラフルなものをと言ってるわけ
じゃないけど、カラフルなものが集まってくる。この作
品に関しては、アーティストだと言っておきながら、自
分の手を下さずに作品をつくるっていうことのおもしろ
さを感じているので、それでいいんですけどね。ただ、
自分だけが愛でている世界、誰にも踏みこませない小さ
な世界をつくることが Kawaiiの定義だと考えています
ので、そういった極めて個人的なものを集めていった先
に、もしかしたら時代を変えられるんじゃないかとも
思っています。

―― I think I can very much relate to what you just 

said about Kyoto.

Masuda	 Another thing is that, this project has Rinpa as the 

theme, so I studied Rinpa and spoke to all sorts of 

people and came to understand that the Kawaii that 

I had been making actually has as its roots in the 

kind of color composition that is also connected to 

Rinpa. Without even knowing it I realized that I was 

connected to history.

―― What is the connection between Kawaii and 

Rinpa?

Masuda	 Kawaii is made from vivid colours, but in terms 

of color composition, it is quite similar to Rinpa. 

Kawaii is thought of as a trend that has emerged 

recently, but there is a part that also connects 

to the field of Japanese fine art. My family were 

actually kimono sellers by trade, so when I was a 

child I would play with the kimono fabric and had an 

appreciation for the world of Wa(Japanese Style), 

but I never thought these early experiences would 

be related to what I’m doing now. Coming to Kyoto 

allowed me to have so many different discoveries in 

this way. 

―― Speaking of the colors in your work, I think 

it is interesting how strong colors that seem 

like they would definitely not go together are 

harmonized very well.

Masuda	 My work often draws interest for its colors and 

color composition, but it is actually quite intuitive 

and I don’t really know how I do it myself. What I 

think is most important is words, and I feel like my 

work is a visualization of words. The actual output 

can sometimes actually be not that important.

―― I didn’t realize that you placed such an emphasis 

on words.

Masuda	 That’s right. So in fact, there is no necessity for 

the work to be colorful. Amongst my work there 

is a project called TIME AFTER TIME CAPSULE, 

where I put works that only I think are Kawaii 

into a transparent box, so it doesn’t have to 

colorful specifically but colorful things end up 

being gathered. In terms of TIME AFTER TIME 

CAPSULE, I think it is interesting that I call myself 

an artist and yet I don’t physically do anything to 

make the work. I think that the definition of Kawaii 

is to make a world that only you love, a small world 

that nobody else can sink into, so I think that 

perhaps by gathering these extremely idiosyncratic 

things I might be able to change the era we live in.

―― Kawaiiで世界を変える！

増田  僕は、Kawaiiを “現代のサイケデリック”だと思ってい
て。一番近いものが何かというと、1967年の「サマー・
オブ・ラブ」、フラワー・ムーブメントだと考えています。
当時のアメリカには、ベトナム戦争と若い世代の徴兵が
あるなかで、自分たちだけが物質的に豊かになることへ
の疑問からフラワー・ムーブメントが生まれてきた。そ
して、どれだけ時代が変わっても、テロや戦争は終わら
ないという現状がありますよね。そういった時代にうま
く言い返せない感じが、カラフルな色を使って出てきた
のが Kawaiiで、それは、言葉にならない叫び声なんだ
と思います。

―― そう考えると、Kawaiiで世界を変えるというのはその
原点に立ち返るようなことでもありますね。

増田  そうだと思います。大人から見たら、ある意味、未熟に
も見えるモチーフを使って、自分だけの世界をつくりあ
げる。それは、あんな大人にはならないぞっていう、若
者たちの意思表示なんです。今は Kawaiiがいろんなと
ころに取り込まれてきて、よくわかんなくなってますけ
ど、そもそもは全世界共通の「こんな世界やだ！」って
いう叫び声だったんですね。

―― ありがとうございます。最後に、今回のプロジェクト
で一緒にディレクターを務められたヤノベケンジさん
からの質問を預かってきたのですが、増田さんがとて
も純粋な人なのか、天性のいかさま師なのか、実はよ
く分からないと言われていました。たとえば、メディ
アの前に立つとアートディレクターとしてのスイッチ
がぱちんと入る印象があると。ご自身では、そういっ
た意識はありますか？

増田  いかさま師ですか (笑 )。 そういうところは、自分では
全然わからないんですよね。ただ、もちろん自分の中に
スイッチはあります。もともと裏方としてやってきたの
に、表に引っぱり出される機会が増えてるんですけど、
アイドルやタレントの現場を見ているから、やっぱり自
分はそうはなれないと思うんですね。たとえば、5分前
まで楽屋で寝ていても、その後のテレビ収録に平気で対
応できるような才能が彼女たちにはありますけど、自分
の場合は、3時間前からレッドブルでも飲んで、テンショ
ンを上げていかないと対応できない。そういった意味で
のスイッチ、ですね。でも、僕のファンは熱狂的な人が
多いかもしれない。それも自分でコントロールしてるわ
けじゃないですし、昔はまったく人気がなかったのに、
なんで今ごろ…と思います。もっと早く言ってよ（笑）。
早くからそんな声が聞けていたら、もっと自信がついた
のにと思いますね。

―― Changing the world through Kawaii

Masuda	 I think that Kawaii is the contemporary psychedelic. 

I think the closest thing is the Summer of Love in 

1967, the Flower Movement. The Flower Movement 

came out of people questioning the individualist 

pursuit of material wealth, in an America that at the 

time was going through the Vietnam War and the 

conscription of young people. No matter how much 

times change, terror and war don’t go away, right? 

This feeling of not being able to answer back to 

the times is Kawaii, which has come out of the use 

of colorfulness, and I believe this is a shout that 

doesn’t get turned into words. 

――  If you think about it like that, then to change the 

world with Kawaii is to return that starting point.

Masuda	 I think so. Using motifs that seem immature 

to adults, they create their own world. It is an 

expression of the will of young people to not 

become an adult like them. Kawaii is now absorbed 

into all sorts of areas so it is hard to tell what is 

going on, but it was originally a cry that said ‘I don’t 
want a world like this’.

―― Thanks very much for your time. Finally, we 

have taken a question from Kenji Yanobe, the 

co-director of this project. He said that he did 

not know if you are a pure, naive person or a 

genius swindler. For example, when in front of 

the media it seems like you instantly switch 

into being an art director. Do you have any 

awareness of this yourself?

Masuda	 A swindler (laughs)? I have no idea about that 

myself. Though there definitely is a switch inside of 

myself. There are more and more times when I am 

dragged into the spotlight even though I started 

out behind the scenes, but having seen how idols 

and TV personalities are at work, I think that I really 

couldn’t be like them. Those girls have the ability 

to be recorded for TV with no problem even if 

they were asleep in the dressing room 5 minutes 

beforehand, but in my case I can’t respond unless 

I am drinking red bull and raising my adrenalin 

3 hours prior. I think though that I have a lot of 

passionate fans. It is not as if I control this myself, 

and I wonder why that has happened now when in 

the past I had absolutely no popularity. They should 

have said something earlier (laughs). I think that 

if I had heard voices like that earlier, I would have 

gained more confidence.
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り
す
る
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
マ
イ
ニ

ン
グ
と
か
サ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
度
合
い
で
、
ま
た
複
数

の
メ
ン
バ
ー
で
制
作
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
プ

の
人
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
自
分
ひ
と
り
で
絵
を
描
い
て
い

る
人
は
、
あ
ま
り
影
響
を
受
け
な
い
。
た
だ
い
ろ
ん

な
も
の
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
ひ

と
つ
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
全
部
見
た
り
聞
い
た
り
で

き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
は
、
関
わ
り
が
薄
く
と
も
勉

強
に
は
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
自
分
の
感
性
を
伸

ば
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
好
き
な
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。
視
覚

的
な
環
境
を
手
に
入
れ
た
け
れ
ば
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
全
然
関
係
な
け
れ
ば

使
う
必
要
は
な
い
で
す
。

—
—
こ
れ
ま
で
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
と
の
大

き
な
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
？

こ
れ
ま
で
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
主
体
の
展
覧
会
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
希
望
に
対

し
て
手
伝
い
、
補
強
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
キ
ュ
レ
ー
ト

リ
ア
ル
も
担
当
し
た
の
で
、
そ
こ
が
一
番
の
違
い
だ

と
思
い
ま
す
。
コ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
を
手
伝
う
だ
け
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

成
長
し
ま
せ
ん
。
今
ま
で
は
、
制
作
過
程
に
お
け
る

“知
的
な
や
り
と
り

”が
見
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

—
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W
長
谷
川
祐
子
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
初
め
て
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
。

「
ポ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、

作
家
へ
の
コ
ー
チ
ン
グ
を
経
て
実
現
し
た
今
回
の
展
覧
会
。

そ
の
手
ご
た
え
や
来
年
度
の
展
望
な
ど
、
彼
女
が
見
る
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
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Yu
ko

 H
as

eg
aw

a
本
展
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

  長
谷
川
祐
子

［
東
京
都
現
代
美
術
館
チ
ー
フ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
］

今
年
で

6
回
目
と
な
る
「

U
LT

RA
 A

W
A

RD
 2

01
5」
。
長
谷
川
祐
子
を
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
迎
え
た
今
回
は
、

「
ポ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
―
新
し
い
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

13
名
と

1組
の
作
家
を
選
出
。
長
谷
川
祐
子
み
ず
か
ら
作
家
た
ち
を
コ
ー
チ
ン
グ
し
、

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
の
多
様
性
と
可
能
性
を
提
示
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
大
島
真
悟
、
観
客
の
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
」
に
は
本
大
学
の
美
術
工
芸
学
科

総
合
造
形
コ
ー
ス

4
回
生
の
田
村
琢
郎
が
選
ば
れ
た
。

作
家
と
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
の
全
貌
に
迫
る
。
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分
離
し
た
彫
刻
的
物
体
と
奴
凧
、
体
重
計
に
よ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
彫
刻
と
繋
が
れ
た
人
型
（
ア
バ
タ
―

/
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）

と
し
て
の
奴
凧
を
持
つ
こ
と
で
、
体
重
計
は
変
化
す
る
。
彫
刻
を

持
つ
、
繋
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
鑑
賞
者
自
身
が
彫
刻
と
一
体
化

し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
起
こ
る
こ
と
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
空
間
に

お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
リ
テ
ィ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
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最 優 秀 賞
Grand Prize

オ ー デ ィ エ ン ス 賞

Audience Prize

ま
ど
み
ち
お
作
詞
の
童
謡
『
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
』
を
モ
チ
ー
フ
に
、
ポ
ス
ト

を
前
に
一
向
に
届
か
な
い
手
紙
を
待
ち
、
や
せ
衰
え
た
黒
ヤ
ギ
の
彫
刻
が
、
そ

れ
と
は
反
対
に
モ
ニ
タ
ー
上
に
は

SN
S
や
電
子
メ
ー
ル
が
飛
び
交
い
膨
れ
上

が
っ
た
白
ヤ
ギ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
上
映
さ
れ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
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デ
ュ
ー
ス
学
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展
覧
会
内
展
覧
会
と
し
て

M
ad

eg
g/

K
A

ZU
M

IC
H

I 

K
O

M
A

T
S

U
、

A
N

ü
S

T
E

S
 、

H
A

V
IT

 A
R

T
 

ST
U

D
IO

 の
3
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
展
覧
会
「

C
Y

PH
ER

01
」
を
開
催
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
家
自
身
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
会
期
終
了
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
「

C
Y

PH
ER

02
」
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
。

T
he

 e
xh

ib
iti

on
 “C

Y
PH

ER
01

” t
ha

t c
ur

at
ed

 

th
re

e 
ar
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ts
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ad

eg
g/

K
A
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M
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H

I 
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M
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A
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D
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n.

 A
s 

a 
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oj
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t t
ha

t t
oo

k 

up
 th

e 
th

em
e 

of
 a

n 
ev

en
t, 

th
e 

cl
os

in
g 

ev
en

t “
C

Y
PH

ER
02

” w
as

 o
rg

an
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ed
 a

t t
he

 e
nd

 

of
 th

e 
ex
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n.
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T
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素
材
｜
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ン
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m
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Ev

en
ts

セ
ザ
ン
ヌ
の
《
骸
骨
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
》
の
ネ
ッ
ト
画
像

と
、
自
身
が
撮
影
し
た
「
花
」
の
写
真
を
、
複
数
の
レ

イ
ヤ
ー
に
分
解
し
、
そ
れ
ら
が
レ
イ
ヤ
ー
ご
と
に
日
本

画
の
技
法
で
模
写
さ
れ
、
支
持
体
の
銀
箔
上
で
再
結
合

さ
れ
て
い
る
。
西
洋
絵
画
の
静
物
画
に
お
け
る
主
画
題

で
あ
る
「
頭
骸
骨
（
ヴ
ァ
ニ
タ
ス
）」
と
「
花
」
を
、

複
写
や
印
刷
な
ど
へ
の
メ
デ
ィ
ア
変
換
に
よ
っ
て
、
分

解
・
結
合
を
繰
り
返
し
た
作
品
と
し
て
対
比
し
て
展
示

し
て
い
る
。
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ke
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 th
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f C
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el
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 o
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 m
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s 
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e 

te
ch

ni
qu

es
 o

f J
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e 
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d 

th
ro
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h 
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f b
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r s
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af
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ar
e 

ex
hi

bi
te

d 
as

 a
 c

on
tr

as
tin

g 
w

or
k 

th
at

 

re
pe

at
s 

di
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箔
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岩
絵
具
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ン
バ
ス
、
銀
箔
、
岩
絵
具

m
at
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C
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s,
 S

ilv
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af

, M
in

er
al

 p
ig

m
en

t

自
宅
の
床
下
を
掘
る
こ
と
で
、
制
作
し
て
い
る
作
者

の
空
間
が
拡
張
さ
れ
、
高
床
式
の
展
示
空
間
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。
床
下
は
、
柱
が
引
き
伸
ば
さ
れ
る
こ

と
で
天
井
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
。

By
 d

ig
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 th
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ス
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メ
デ
ィ
ア
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ス
タ
レ
ー
シ
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ン

m
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M
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ed

 m
ed

ia
 in

st
al

la
tio

n

布
団
を
内
側
か
ら
縫
い
付
け
、
延
々
と
そ
の
作
業
を

続
け
る
こ
と
で
作
ら
れ
た
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
有
機
的

な
形
態
の
彫
刻
。
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網
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布
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h,
 F
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ric

黒
い
下
地
に
鉛
筆
に
よ
る
即
興
的
で
抽
象
的
な
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
（
線
画
）
と
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
作

品
。

 黒
地
と
鉛
の
対
比
に
よ
っ
て
、
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
に
は
単
な
る
黒
色
で
は
な
く
、
物
質
性
を
持
っ
た

鉛
の
質
感
が
浮
か
び
上
が
る
。

A
 w
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nd
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素
材
｜
ア
ク
リ
ル
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、
写
真
、
木
製
パ
ネ
ル

m
at
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l｜
A

cr
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ot
og
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, W
oo

d 
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ne
l

入
口
に
は
小
さ
な
絵
画
、
隔
離
さ
れ
た
暗
闇
の
空
間

に
は
映
像
作
品
が
上
映
さ
れ
、
映
像
と
は
別
の
音
響

が
流
さ
れ
て
い
る
。
映
像
は
男
女
の
ダ
ン
サ
ー
を
ビ

デ
オ
撮
影
し
た
後
、

1
秒

20
枚
毎
に
出
力
し
た
プ

リ
ン
ト
に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
て
再
撮
影
し
た
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
音
響
は
、
心
臓
音
な

ど
が
サ
ラ
ウ
ン
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
さ
れ
て
い

る
。

A
 s

m
al

l p
ai

nt
in

g 
is

 a
t t

he
 e

nt
ra

nc
e,

 a
 v

id
eo

 

is
 p

ro
je

ct
ed

 in
 a

 s
ep

ar
at

ed
 d

ar
k 

sp
ac

e,
 a

nd
 

so
un

d 
th

at
 is

 d
i�

er
en

t f
ro

m
 th

e 
im

ag
e 

is
 

pl
ay

ed
. T

he
 v

id
eo

 is
 a

n 
an

im
at

io
n 

w
he

re
 

fo
ot

ag
e 

of
 m

al
e 

an
d 

fe
m

al
e 

da
nc

er
s 

ha
ve

 

be
en

 p
rin

te
d 

at
 2

0 
pa

ge
s 

pe
r s

ec
on

d 
an

d 

th
en

 p
ai

nt
ed

 o
ve

r a
nd

 re
sh

ot
 a

s 
an

 a
ni

m
at

io
n.

 

H
ea

rt
be

at
s 

an
d 

ot
he

r s
ou

nd
s 

ar
e 

pl
ay

ed
 o

ve
r 

th
e 

su
rr

ou
nd

 s
pe

ak
er

s.

ジ
ダ
ー
ノ
ワ
・
ア
リ
ー
ナ
｜

A
lin

a 
Zh

da
no

va

《
fo

z》
｜

20
15

素
材
｜
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア

m
at

er
ia

l｜
M

ix
ed

 m
ed

ia

電
車
の
し
つ
ら
え
を
模
し
た
カ
フ
ェ
で
、
作
家
自
ら

が
給
仕
と
な
り
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
。
カ
フ
ェ
は

携
帯
電
話
の
電
波
が
遮
断
さ
れ
て
お
り
、
禁
断
症
状

が
出
ぬ
よ
う
見
知
ら
ぬ
人
々
の
直
接
対
話
を
誘
発
す

る
。
こ
こ
で
は
逆
説
的
な
隔
離
空
間
に
お
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
が
実
現
さ
れ
る
。
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、
木
、
布
、
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ー
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ー

m
at
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ia

l｜
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ab

ric
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モ
ニ
タ
ー
の
背
景
画
像
の
よ
う
な
、
ピ
ン
ク
と
水
色

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
面
が
、
徐
々
に
崩
れ
て
い

き
、
崩
れ
た
壁
面
の
背
景
か
ら
光
が
溢
れ
て
い
く
映

像
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。
映
像
は
焼
き
入
れ
を
し
て

な
い
陶
磁
器
製
の
壁
が
水
槽
に
入
れ
ら
れ
、
徐
々
に

崩
壊
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
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ス

)

m
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C
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ss
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日
用
品
を
組
み
合
わ
せ
て
、
復
讐
を
果
た
す
拷
問
器

具
と
そ
の
使
い
方
を
、
キ
ュ
ー
ト
に
紹
介
す
る
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
実
際
に
は
使
え
な
い
が
、

D
IY

で
作
れ
る
拷
問
器
具
は
、日
常
の
延
長
線
上
に
あ
り
、

空
想
で
復
讐
心
を
晴
ら
す
想
像
力
の
装
置
と
し
て
機

能
す
る
。
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3D
C

G
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
、
ギ
ャ
ル
リ
・
オ
ー

ブ
を
舞
台
に
し
た
架
空
の
展
覧
会
の
多
視
点
ウ
ォ
ー

ク
ス
ル
ー
映
像
が
、
内
容
を
把
握
し
が
た
い
速
さ
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
。
本
作
で
は
虚
構

と
現
実
、概
念
と
物
質
、ネ
ッ
ト
と
展
覧
会
場
が
シ
ー

ム
レ
ス
に
循
環
す
る
構
造
が
現
出
す
る
こ
と
で
、
リ

ア
リ
テ
ィ
の
境
が
溶
解
、
拡
張
し
て
い
く
状
況
が
表

さ
れ
る
。
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高
速
で
動
く
新
幹
線
か
ら
見
た
風
景
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
パ
ノ
ラ
マ
機
能
を
使
っ
て
撮

影
し
た
写
真
を
展
示
。
移
動
と
撮
影
速
度
の
ズ

レ
、電
車
の
揺
れ
に
よ
っ
て
、写
真
に
は
ブ
ロ
ッ

ク
ノ
イ
ズ
が
走
る
。
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「
個
人
的
経
験
」「
撮
影
者
の
視
点
」「
風
景
へ
の
没

入
」
を
喚
起
さ
せ
る

3
つ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
映
像
が
流
れ
る
。
映
像
は
複
数
の
視

点
で
、
京
都
の
風
景
や
小
津
安
二
郎
の
映
画
の
セ
リ

フ
を
元
に
し
て
演
技
す
る
役
者
が
被
写
体
と
な
っ
て

い
る
。
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今
回
は
コ
ン
セ
プ
ト
や
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
組
み
立
て

る
と
こ
ろ
か
ら
伴
走
で
き
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
見
え

た
の
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。

—
—
ま
た
今
回
は
、
出
展
作
家
の
人
数
も

14
組

と
、
例
年
の
約

3
倍
で
し
た
。
そ
こ
に
も
「
多

様
性
を
示
す
」
と
い
う
長
谷
川
さ
ん
の
想
い
が

反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
で
す
ね
。
ど
の
学
生
が
ち
ゃ
ん
と
大
き
く
な
っ

て
く
れ
る
か
、
ど
の
学
生
が
ダ
メ
か
と
い
う
の
は
、

や
は
り
初
見
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
あ
る

程
度
、
い
ろ
ん
な
人
の
可
能
性
を
拾
っ
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
あ
た

り
の
バ
ッ
フ
ァ
は
考
慮
し
て
い
ま
す
ね
。
今
回
私

は
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
、
彼
ら

を
使
っ
て
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
実
践
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

—
—
展
覧
会
終
盤
の
審
査
会
で
の
他
の
審
査
員

か
ら
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
さ
ん
自
身

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
ま
で
は
数
名
の
作
家
た
ち
が
十
分
な
バ
ジ
ェ
ッ

ト
の
な
か
制
作
を
し
て
い
た
の
に
対
し
、
今
回
は
展

覧
会
と
い
う
形
で
多
く
の
人
を
ま
と
め
て
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
し
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
私
は
フ
ル
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
リ
ア
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
助
け
る
た
め
の
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
ア

イ
デ
ア
を
一
定
の
と
こ
ろ
ま
で
具
現
化
を
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
審
査
員

の
先
生
方
は
、作
品
や
作
家
に
対
し
て
、コ
ン
プ
リ
ー

ト
な
も
の
を
期
待
さ
れ
て
い
ら
し
た
の
で
、
そ
こ
が

議
論
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

—
—
そ
こ
が
学
生
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
上

で
プ
ロ
と
異
な
る
点
と
も
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
？

プ
ロ
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
あ
る
程
度
、
自
分
自
身
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

上
手
い
人
々
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
は
こ
れ
ま
で
の

経
験
な
ど
に
よ
り
土
台
が
あ
る
程
度
で
き
て
い
る
た

め
、
あ
と
は
そ
れ
を
洗
練
さ
せ
た
り
補
強
し
た
り
す

る
の
が
主
な
作
業
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
は
非
常
に
不
定
形
な
ん
で
す
ね
。
た
だ
言
い

換
え
る
と
、
ど
ん
な
風
に
で
も
変
わ
り
う
る
「
可
塑

性
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
は
、
や
り
と
り
の
な
か
で
、
ど
う
化
け
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で

す
ご
く
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

—
—
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
島
さ
ん
に
つ
い
て
、

コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
意
識
的
に
既
存
の
物
語
か
ら
逃
れ
て
い
く
方
法
を

わ
き
ま
え
て
い
る
、
非
常
に
斬
新
で
味
わ
い
の
あ
る

人
柄
が
作
品
に
表
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

式
神
的
、
呪
術
的
で
あ
り
な
が
ら
科
学
的
魅
力
も
あ

る
「
や
っ
こ
さ
ん
」
は
、
彼
の
持
っ
て
い
る
ひ
と
つ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
彼
自
身
か
ら
、
作
品
に
つ
い
て
分
析
的
な
説
明

を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
や
っ
こ

さ
ん
」
を

A
ス
ペ
ー
ス
か
ら

B
ス
ペ
ー
ス
に
横
断

さ
せ
た
こ
と
が
非
常
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
以
前
か

ら
の
作
品
と
マ
テ
リ
ア
ル
は
似
て
い
て
も
、
そ
の
場

そ
の
場
で
異
な
っ
た
表
現
が
で
き
て
い
た
点
で
展
開

性
も
感
じ
ま
し
た
。

—
—
来
年
度
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
の
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
ヤ
ノ
ベ
さ
ん
か
ら
す
で
に
依

頼
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
が
、
今
年

度
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
か
？

来
年
度
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
の
テ
ー
マ
は
、

「
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
ガ
ニ
ク
ス
」
を
考
え
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
間
の
情
報
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
開
示
さ

れ
て
い
る
な
か
で
関
係
性
が
結
ば
れ
、
そ
こ
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
つ
く
ら
れ
た
り
、
一
方
で
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
に
な
っ
て
い
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
運
動

の
よ
う
な
も
の
の
テ
ス
ト
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
、
こ
の
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
、
ま

だ
検
討
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
選
抜
作
家
の
人
数
を

減
ら
し
た
り
、
ひ
と
つ
の
作
品
を

5
人
で
つ
く
る
よ

う
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

な
形
態
で
の
参
加
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

た
り
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
次
回
も
ど
ん

な
作
品
、
作
家
と
出
会
え
る
か
楽
し
み
で
す
。

tim
e 

th
e 

bu
ild

in
g 

up
 o

f t
he

 c
on

ce
pt

 a
nd

 

st
ra

te
gi

es
 ra

n 
to

ge
th

er
 s

o 
it 

w
as

 in
te

re
st

in
g 

to
 s

ee
 th

is
 u

nf
ol

d.

—
—

 T
hi

s 
tim

e 
al

so
 fe

at
ur

ed
 a

 g
ro

up
 o

f 1
4 

ar
ti

st
s,

 a
ro

un
d 

3 
ti

m
es

 t
he

 a
m

ou
nt

 fr
om

 

pr
ev

io
us

 y
ea

rs
. I

s 
th

is
 a

ls
o 

a 
re

fle
ct

io
n 

of
 

yo
ur

 d
es

ire
 to

 's
ho

w
 d

iv
er

si
ty

'?

T
ha

t's
 ri

gh
t. 

Yo
u 

ca
n'

t t
el

l w
hi

ch
 s

tu
de

nt
 

w
ill

 g
ro

w
 a

nd
 w

hi
ch

 fa
il 

at
 fi

rs
t g

la
nc

e.
 S

o 
to

 

so
m

e 
de

gr
ee

 I 
th

ou
gh

t t
he

re
 w

as
 th

e 
ne

ed
 to

 

pi
ck

 u
p 

th
e 

po
ss

ib
ili

tie
s 

of
 a

 ra
ng

e 
of

 p
eo

pl
e.

 

If 
yo

u 
do

n'
t d

o 
th

is
, i

t w
on

't 
he

lp
 w

ith
 th

e 

ex
pe

rie
nc

e 
of

 e
ac

h 
of

 th
em

, s
o 

I t
oo

k 
in

to
 

ac
co

un
t t

hi
s 

so
rt

 o
f b

u�
er

. T
hi

s 
tim

e,
 a

s 
a 

re
al

ity
 fo

r t
he

 c
ur

at
or

, I
 w

an
te

d 
to

 p
ra

ct
ic

al
ly

 

se
e 

ho
w

 fa
r I

 c
ou

ld
 g

o 
by

 u
si

ng
 th

em
.

—
—

 W
ha

t 
di

d 
yo

u 
ta

ke
 fr

om
 t

he
 

re
sp

on
se

 o
f t

he
 e

xa
m

in
er

s 
at

 th
e 

cr
iti

qu
e 

at
 t

he
 e

nd
 o

f t
he

 e
xh

ib
it

io
n?

In
 c

om
pa

ris
on

 to
 o

th
er

 a
rt

is
ts

 in
 th

e 
pa

st
 

m
ak

in
g 

w
or

k 
w

ith
 a

n 
am

pl
e 

bu
dg

et
, t

hi
s 

tim
e 

I g
av

e 
a 

tu
to

ria
l t

o 
a 

la
rg

e 
gr

ou
p 

of
 p

eo
pl

e 

in
 th

e 
fo

rm
 o

f a
n 

ex
hi

bi
tio

n.
 S

o,
 I 

ha
d 

th
e 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
th

at
 it

 w
as

 tu
to

ria
l t

o 
he

lp
 

re
al

iz
e 

a 
co

nc
ep

t r
at

he
r a

 fu
ll 

pr
od

uc
tio

n.
 In

 

ot
he

r w
or

ds
 I 

va
lu

ed
 th

e 
pr

oc
es

s 
of

 ta
ki

ng
 a

n 

id
ea

 to
 a

 c
er

ta
in

 p
oi

nt
 o

f r
ea

liz
at

io
n.

 H
ow

ev
er

 

th
e 

te
ac

he
rs

 w
ho

 w
er

e 
th

e 
ex

am
in

er
s 

se
em

ed
 

lik
e 

th
ey

 a
nt

ic
ip

at
ed

 s
om

et
hi

ng
 c

om
pl

et
e 

fr
om

 th
e 

w
or

ks
 a

nd
 a

rt
is

ts
, s

o 
th

is
 b

ec
am

e 
a 

po
in

t o
f d

eb
at

e.

—
—

 D
o 

yo
u 

th
in

k 
th

is
 is

 a
 p

oi
nt

 o
f 

di
�

er
en

ce
 b

et
w

ee
n 

cu
ra

ti
ng

 s
tu

de
nt

s 

an
d 

cu
ra

ti
ng

 p
ro

fe
ss

io
na

ls
?

I t
hi

nk
 th

at
 th

e 
pe

op
le

 w
ho

 a
re

 c
al

le
d 

pr
of

es
si

on
al

s 
ca

n 
gi

ve
 p

ro
po

sa
ls

 a
nd

 a
re

 

go
od

 a
t c

om
m

un
ic

at
io

n 
to

 a
 c

er
ta

in
 d

eg
re

e.
 

T
he

y 
ha

ve
 a

 c
er

ta
in

 fo
un

da
tio

n 
du

e 
to

 th
ei

r 

pr
io

r e
xp

er
ie

nc
e,

 s
o 

th
e 

m
ai

n 
ta

sk
 is

 to
 re

fin
e 

an
d 

su
pp

or
t t

hi
s.

 In
 c

om
pa

ris
on

, s
tu

de
nt

s 
ar

e 

ve
ry

 in
de

te
rm

in
at

e.
 T

o 
pu

t i
t i

n 
ot

he
r w

or
ds

, 

th
ey

 h
av

e 
a 

pl
as

tic
ity

 th
at

 c
ou

ld
 c

ha
ng

e 
in

to
 

an
yt

hi
ng

. I
 th

in
k 

its
 v

er
y 

in
te

re
st

in
g 

ho
w

 

yo
u 

ca
nn

ot
 k

no
w

 h
ow

 a
 s

tu
de

nt
 w

ill
 e

nd
 u

p 

tr
an

sf
or

m
in

g 
th

ro
ug

h 
th

ei
r i

nt
er

ac
tio

ns
.

—
—

 C
an

 y
ou

 g
iv

e 
so

m
e 

co
m

m
en

ts
 a

bo
ut

 

O
sh

im
a 

w
ho

 w
on

 t
he

 g
ra

nd
 p

ri
ze

?

H
is

 a
bi

lit
y 

to
 u

nc
on

sc
io

us
ly

 e
sc

ap
e 

ex
is

tin
g 

na
rr

at
iv

es
 a

nd
 h

is
 e

xt
re

m
el

y 
no

ve
l a

nd
 

m
em

or
ab

le
 p

er
so

na
lit

y 
ca

m
e 

th
ro

ug
h 

in
 th

e 

w
or

k.
 In

 p
ar

tic
ul

ar
, I

 th
in

k 
th

e 
sp

iri
tu

al
ly

, 

m
ag

ic
al

ly
 a

nd
 a

t t
he

 s
am

e 
tim

e 
sc

ie
nt

ifi
ca

lly
 

in
tr

ig
ui

ng
 Y

ac
co

- s
an

 is
 a

 s
ym

bo
l o

f o
ne

 o
f h

is
 

ch
ar

ac
te

rs
. I

 d
id

n'
t g

et
 to

 h
ea

r a
n 

an
al

yt
ic

al
 

ex
pl

an
at

io
n 

of
 h

is
 w

or
k 

fr
om

 h
im

 p
er

so
na

lly
, 

bu
t I

 th
ou

gh
t t

he
 w

ay
 h

e 
m

ad
e 

th
e 

Ya
cc

o-
sa

n 

tr
av

er
se

 fr
om

 S
pa

ce
 A

 to
 S

pa
ce

 B
 w

as
 v

er
y 

go
od

. E
ve

n 
if 

hi
s 

w
or

k 
an

d 
m

at
er

ia
l i

s 
si

m
ila

r 

to
 p

re
vi

ou
s 

on
es

, I
 a

ls
o 

fe
lt 

th
at

 th
e 

w
ay

 h
e 

ex
pr

es
se

d 
so

m
et

hi
ng

 d
i�

er
en

t b
as

ed
 o

n 

di
�e

re
nt

 s
itu

at
io

ns
 m

ad
e 

m
e 

fe
el

 a
 s

en
se

 o
f 

de
ve

lo
pm

en
t. 

—
—

 Y
ou

'v
e 

be
en

 a
sk

ed
 b

y 
M

r. 
Ya

no
be

 

to
 c

ur
at

e 
ne

xt
 y

ea
r's

 U
LT

RA
 A

W
A

RD
 a

s 

w
el

l, 
so

 w
ha

t 
ar

e 
yo

u 
th

in
ki

ng
 b

as
ed

 o
n 

th
is

 y
ea

r?

I a
m

 th
in

ki
ng

 o
f “

N
ew

 O
rg

an
ic

s”
 a

s 
th

e 
th

em
e 

of
 th

e 
U

LT
R

A
 A

W
A

R
D

 n
ex

t y
ea

r. 
A

m
on

gs
t 

th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

of
 a

ll 
pe

op
le

 b
ei

ng
 c

on
st

an
tly

 

di
sc

lo
se

d,
 re

la
tio

ns
hi

ps
 a

re
 e

st
ab

lis
he

d 

an
d 

cl
us

te
rs

 a
re

 m
ad

e 
th

er
e,

 o
r t

he
y 

be
co

m
e 

in
de

pe
nd

en
t. 

I'm
 th

in
ki

ng
 it

 

w
ou

ld
 b

e 
go

od
 to

 m
ak

e 
a 

te
st

 fo
r t

hi
s 

so
rt

 o
f m

ov
em

en
t, 

so
 I 

ch
os

e 
th

is
 th

em
e.

 

A
t t

hi
s 

st
ag

e,
 th

er
e 

ar
e 

th
in

gs
 w

e 
ar

e 
st

ill
 

co
ns

id
er

in
g,

 b
ut

 w
e 

ar
e 

th
in

ki
ng

 o
f r

ed
uc

in
g 

th
e 

nu
m

be
r o

f a
rt

is
ts

, o
r m

ak
in

g 
on

e 
w

or
k 

w
ith

 fi
ve

 a
rt

is
ts

 c
ol

la
bo

ra
tin

g 
or

 p
ar

tic
ip

at
in

g 

th
ro

ug
h 

an
 in

de
pe

nd
en

t f
or

m
 to

 in
cr

ea
se

 th
e 

va
ria

tio
n.

 I 
am

 lo
ok

in
g 

fo
rw

ar
d 

to
 s

ee
in

g 

w
ha

t s
or

t o
f w

or
ks

 a
nd

 a
rt

is
ts

 I 
ca

n 
m

ee
t n

ex
t 

tim
e 

as
 w

el
l. 

TH
E

 U
LT

R
A

   
   

   
   

   
   

is
su

e 
08

  |
  2

01
6 

   
   

   
   

   
 8

   
   

9 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 U
LT

R
A

 A
W

A
R

D
 2

01
5



G
en

ki
 Is
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am

a
A

1.
 I 

go
t t

o 
un

de
rs

ta
nd

 th
e 

pu
bl

ic
 a

nn
ou

nc
em

en
t o

f 

th
e 

w
or

k.
  A

2.
 T

ak
ur

o 
Ta

m
ur

a:
 H

e 
ha

s 
a 

go
od

 s
en

se
. 

H
e 

ne
ed

s 
to

 d
i�

er
en

tia
te
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im

se
lf 

fr
om

 o
th

er
 a

rt
is

ts
 

w
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e 

sa
m

e 
m

et
ho

ds
 (s

uc
h 
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ar
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hi

m
↑

Po
m

 

an
d 

K
RI

ŠT
O

F 
K

IN
T

ER
A

) b
ut

 I 
w

ou
ld

 li
ke

 to
 s

ee
 h

is
 

w
or

k 
ag

ai
n.

  A
3.

 It
 d

id
n’

t c
ha

ng
e 

m
uc

h.
   

A
4.

 C
on

si
de

r 

it 
as

 ju
st

 a
n 

ex
pe

rim
en

t, 
an

d 
us

e 
it 

fo
r t

he
 n

ex
t t

hi
ng

 

(t
hi

s 
ha

s 
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 li
m

it)
   

A
5.

 M
y 

si
xt

h 
se

ns
e 

w
ou

ld
 

ha
ve

 d
ev

el
op

ed
 a

nd
 I 

w
ou

ld
 p

os
se
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 p
ow
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s 

  

A
6.

 M
ak

in
g 

w
or

k 
fo

r m
y 

ne
xt

 e
xh

ib
iti

on
.

村
上
美
樹

M
ik

i M
ur

ak
am

i
19

94
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
94

.

中
川
薫

K
ao

ru
 N

ak
ag

aw
a

19
93
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
93

.

片
山
達
貴

Ta
ts

uk
i K

at
ay

am
a

19
91
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
91

.

ジ
タ
ー
ノ
ワ
・
ア
リ
ー
ナ

A
lin

a 
Z

hd
an

ov
a

19
92
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
92

.

板
木
綾
花

A
ya

ka
 It

ak
i

19
89
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
89

.

大
島
真
悟

Sh
in

go
 O

sh
im

a
19

85
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
85

.

田
村
琢
郎

Ta
ku

ro
 T

am
ur

a
19

89
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
89

.

小
中
寛
顕

H
ir

oa
ki

 K
on

ak
a

19
93
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
93

.

前
谷
開

K
ai

 M
ae

ta
ni

19
88
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
88

.

守
屋
友
樹

Y
uk

i M
or

iy
a

19
87
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
87

.

日
惠
野
真
生

M
as

ao
 H

ie
no

19
91
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
91

.

虎
岩
慧

Sa
to

sh
i T

or
ai

w
a

19
90
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
90

. 川
村
夢

Y
um

e 
K

aw
am

ur
a

19
94
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
94

.

諌
山
元
貴

G
en

ki
 Is

ay
am

a
19

87
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
87

.

ジ
ョ
ン
・
ピ
ロ
ン

JO
H

N
 P

IL
O

N
E

19
73
年
生
ま
れ
。

Bo
rn

 19
73

.

諫
山
元
貴

A
1.
作
品
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
が

少
し
わ
か
っ
た
。

 A
2.
田
村
琢
郎
：
セ
ン
ス
が
い
い
。
た

だ
そ
の
手
の
作
家
（
初
期
の

C
hi

m
↑

Po
m
や

K
R

IŠ
TO

F 

K
IN

T
ER

A
な
ど
）
と
の
差
異
化
は
必
要
だ
と
思
う
け
ど
、

ま
た
作
品
が
み
て
み
た
い
。

 A
3.
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

 

A
4.
実
験
と
割
り
き
り
、
次
に
託
す
。（
年
齢
制
限
有
）

A
5.
第
六
感
が
発
達
し
て
魔
術
を
習
得
し
て
い
た
。

 A
6.
次

の
展
示
に
向
け
て
、
制
作
中
。

守
屋
友
樹

A
1.
制
作
に
お
け
る
新
た
な
方
針
が
見
つ
け
ら
れ
た
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

 A
2.

 見
知
っ
て
い
る
か
た
が
多
い
の
で
い
ま

せ
ん
。

 A
3.

 変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 A
4.

 2
1年
前
に

被
災
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

 A
5.
想
像
で
き
な

い
な
ぁ
。
そ
れ
だ
け
ネ
ッ
ト
が
あ
る
状
況
に
慣
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

 A
6.
会
い
た
い
人
に
会
い
に
い
き
ま
す
。

ジ
ョ
ン
・
ピ
ロ
ン

A
1.
本
当
に
大
変
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
作
品
の
評

価
の
大
半
が
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
レ
ベ
ル
と
関
連
し
た
も

の
で
し
た
。
結
局
、
映
画
の
視
覚
的
ス
タ
イ
ル
に
含
蓄
さ

れ
た
美
学
に
つ
い
て
は
、
関
心
や
理
解
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
段
階
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
表
現
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

映
画
の
本
質
と
作
家
と
批
評
家
の

 役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
は
、
台
詞
や
字
幕
と

同
じ
概
念
的
意
味
だ
け
で
伝
達
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
絵

画
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
映
像
が
持
っ
て
い
る
感
性
的
レ

ベ
ル
を
通
じ
て
、
概
念
的
意
味
伝
達
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
視
聴
者
の
関
心
と
注
意
を
集
め
る
よ
う
に
し
た
り
、

緊
張
と
弛
緩
、
そ
し
て
美
的
快
感
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
、

背
景
音
楽
と
と
も
に
画
面
内
に
登
場
す
る
対
象
者
の
形
態
、

動
き
、
方
向
、
相
互
の
構
図
、
背
景
と
し
て
の
自
然
風
景

と
い
っ
た
、
美
的
な
形
状
的
造
形
性
に
由
来
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な

 感
性
的
レ
ベ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
て
概
念

的
意
味
が
構
成
さ
れ
て
伝
わ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
作
家
は

こ
の
点
に
つ
い
て
も
優
れ
た
美
的
感
受
性
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
批
評
家
や
評
論
家
も
優
れ

た
美
的
感
受
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

A
2.
諌
山
元
貴
：
彼
の
作
品
は
観
客
に
と
っ
て
映
像
イ
メ
ー

ジ
を
眺
め
な
が
ら
時
間
の
流
れ
を
意
識
さ
せ
る
、
存
在
論

的
な
凝
視
の
解
体
戦
略
を
駆
使
し
て
い
ま
す
。

 A
3.
印
象

の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 A
4.
私
の
内
面
を
卑
賤
さ
せ
な

い
よ
う
に
努
力
す
る
だ
け
で
す
。

 A
5.
作
家
の
人

 生
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。

 A
6.
今
回
の

作
品
「
深
海
の
空
」
の
連
作
と
し
て

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

基
盤
と
し
た
実
験
映
画
、
卒
業
作
品
と
し
て
劇
映
画
を
準

備
 し
て
い
ま
す
。

片
山
達
貴

A
1.
展
覧
会
場
と
い
う
場
所
の
多
義
性
。
曖
昧
さ
。

 A
2.
虎

岩
慧

+
日
惠
野
真
生
：
メ
デ
ィ
ア
と
人
間
の
間
に
あ
る
サ
イ

ケ
デ
リ
ッ
ク
な
関
係
性
を
う
ま
く
表
す
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

 

A
3.
作
家
に
対
し
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
し
た
姿
勢
を

も
っ
て
接
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
印
象
の
変
化
は
な
い
で

す
。

 A
4.
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
を
つ
く
り
ま
す
。

 A
5.
ず
っ
と

外
に
い
る
と
思
い
ま
す
。

 A
6.
今
後
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
接

近
し
た
活
動
に
興
味
が
あ
る
の
で
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

村
上
美
樹

A
1.
グ
ル
ー
プ
展
は
大
変
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
常
々
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ア
ワ
ー
ド
は
特
に
。
個
展
は
し
た
こ
と

な
い
の
で
、
個
展
の
方
が
も
っ
と
も
っ
と
大
変
だ
っ
た
り

す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。

 A
2.
前
谷
開
：
一
人

に
は
決
め
か
ね
ま
す
が
…
…
。
搬
入
中
は
、
彼
が
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
く
て
、
会
期
中
に
初
め
て

彼
の
展
示
場
所
に
行
き
ま
し
た
。
ド
ア
を
開
け
た
瞬
間
、「
ポ

ス
ッ
」っ
て
感
触
が
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
印
象
に
残
っ
て
、

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

 A
3.
変
わ
ら
な
い
で
す
。
で
す
が
、

審
査
会
の
と
き
は
す
ご
く
寄
り
そ
っ
て
く
れ
て
い
て
…
…
。

さ
す
が
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
で
す
。

 A
4.
妥
協
…
…
。

う
ー
ん
…
…
。
全
力
で
走
っ
て
、
思
い
っ
き
り
転
ぶ
ほ
う

が
返
っ
て
気
持
ち
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

 A
5.
時
代
で
い
っ

た
ら
縄
文
時
代
と
か
で
す
か
ね
。
縄
文
土
器
を
作
っ
て
祈

り
を
捧
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 A
6.
普
通
自
動
車
免
許

を
取
得
し
た
い
で
す
！

 

中
川
薫

A
1.
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
信
じ
続
け
る
の
は
難
し
い
事
で
、

ま
た
自
分
の
中
の
こ
だ
わ
り
が
ま
だ
ま
だ
と
て
も
小
さ
い

物
だ
と
気
づ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 A
2.
村
上
美
樹

:

彼
女
は
形
が
無
い
何
か
に
形
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
、
何

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
触
っ
て
み
た
い
。
純
粋
な
好
奇
心

を
思
い
出
す
事
が
出
来
た
の
で
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 

A
3.
長
谷
川
さ
ん
か
ら
は
物
凄
く
強
い
風
が
吹
い
て
い
て
、

最
初
は
学
生
特
有
の
浅
は
か
な
考
え
な
ど
は
す
ぐ
吹
き
飛

ば
さ
れ
て
し
ま
う
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
実
際
は
そ
の
風

を
浴
び
る
事
で
作
品
が
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
に
変
化
さ
せ
る

力
を
持
っ
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

風
の
中
で
も
自
分
を
捨
て
な
い
人
が
、
生
き
残
っ
て
行
く

力
を
持
っ
て
い
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

 A
4.
解
決
す
る
事

で
は
な
く
、
共
存
す
る
相
手
だ
と
思
い
ま
す
。

 A
5.
直
接

対
話
を
用
い
て
心
地
よ
い
環
境
を
提
供
す
る
事
が
好
き
な

の
で
今
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 A
6.
鳥

取
の
魅
力
を
広
げ
る
事
で
す
。

JO
H

N
 P

IL
O

N
E

A
1.

 I 
ha

d 
a 

tr
ul

y 
di

�
ic

ul
t d

is
co

ve
ry

. A
 p

oi
nt

 o
f d

eb
at

e 

re
ga

rd
in

g 
th

e 
re

ce
pt

io
n 

of
 m

y 
w

or
k 

is
 m

os
tly

 re
la

te
d 

to
 

th
e 

le
ve

l o
f s

to
ry

. I
n 

th
e 

en
d,

 I 
th

in
k 

th
at

 p
er

ha
ps

 it
 d

id
 

no
t r

ea
ch

 th
e 

le
ve

l w
he

re
 th

e 
ae

st
he

tic
 im

pl
ic

at
ed

 in
 

th
e 

vi
su

al
 s

ty
le

 o
f t

he
 fi

lm
 w

as
 a

bl
e 

to
 d

ra
w

 s
ym

pa
th

y 
or

 

un
de

rs
ta

nd
in

g.
 T

hi
s 

m
ad

e 
m

e 
th

in
k 

ab
ou

t t
he

 n
at

ur
e 

of
 

fil
m

 a
s 

an
 e

xp
re

ss
iv

e 
m

ed
iu

m
 a

nd
 th

e 
w

or
k 

of
 th

e 
ar

tis
t 

an
d 

th
e 

cr
iti

c.
 T

he
 re

al
ity

 is
 th

at
 m

ov
in

g 
im

ag
e 

m
ed

ia
 d

o 

no
t c

om
m

un
ic

at
e 

on
 th

e 
so

le
 le

ve
l o

f c
on

ce
pt

ua
l m

ea
ni

ng
 

as
 w

ith
 s

cr
ip

ts
 o

r s
ub

tit
le

s,
 b

ut
 in

flu
en

ce
 c

om
m

un
ic

at
io

n 

of
 c

on
ce

pt
ua

l m
ea

ni
ng

 th
ro

ug
h 

th
e 

le
ve

l o
f s

en
si

bi
lit

y 

th
at

 fi
lm

 h
as

 a
s 

pi
ct

or
ia

l i
m

ag
es

. W
ha

t i
s 

ne
ed

ed
 in

 

or
de

r t
o 

ga
in

 th
e 

in
te

re
st

 a
nd

 a
tt

en
tio

n 
of

 th
e 

au
di

en
ce

 

co
m

es
 fr

om
 th

e 
ae

st
he

tic
 s

tr
uc

tu
ra

l d
es

ig
n.

 F
or

 e
xa

m
pl

e,
 

th
e 

te
ns

io
n 

an
d 

re
le

as
e 

as
 w

el
l a

s 
ae

st
he

tic
 p

le
as

ur
e 

is
 

ca
us

ed
 b

y 
th

e 
ba

ck
gr

ou
nd

 m
us

ic
 c

om
bi

ne
d 

w
ith

 th
e 

fo
rm

, 

m
ov

em
en

t, 
di

re
ct

io
n,

 re
la

tiv
e 

co
m

po
si

tio
n 

of
 th

e 
su

bj
ec

t 

th
e 

ap
pe

ar
s 

in
 th

e 
sc

re
en

 a
nd

 th
e 

na
tu

ra
l l

an
ds

ca
pe

s 
th

at
 

se
rv

e 
as

 th
e 

ba
ck

dr
op

. I
f c

on
ce

pt
ua

l m
ea

ni
ng

 is
 c

om
po

se
d 

an
d 

co
m

m
un

ic
at

ed
 w

ith
 th

e 
le

ve
l o

f s
en

si
bi

lit
y 

as
 it

s 
ba

se
, 

th
e 

ar
tis

t m
us

t h
av

e 
a 

ke
en

 a
es

th
et

ic
 s

en
si

tiv
ity

 in
 th

is
 

ar
ea

. W
hi

le
 it

 is
 o

bv
io

us
, i

s 
it 

no
t t

he
 c

as
e 

th
at

 c
rit

ic
s 

an
d 

th
eo

ris
ts

 a
ls

o 
re

qu
ire

 a
 k

ee
n 

ae
st

he
tic

 s
en

si
tiv

ity
?

A
2.

 G
en

ki
 Is

ay
am

a:
 H

is
 w

or
k 

he
lp

s 
th

e 
au

di
en

ce
 b

ec
om

e 

aw
ar

e 
of

 th
e 

pa
ss

in
g 

of
 ti

m
e 

w
hi

le
 w

at
ch

in
g 

th
e 

m
ov

in
g 

im
ag

e 
th

ro
ug

h 
ut

ili
zi

ng
 a

 d
is

m
an

tli
ng

 s
tr

at
eg

y 
of

 a
n 

ex
is

te
nt

ia
lis

t g
az

e.

A
3.

 T
he

re
 is

 n
o 

ch
an

ge
 to

 m
y 

im
pr

es
si

on
.

A
4.

 A
ll 

I c
an

 d
o 

is
 p

ut
 in

 a
n 

e�
or

t t
o 

no
t l

et
 m

y 
in

si
de

s

be
 d

eg
ra

de
d.

A
5.

 I 
do

n'
t t

hi
nk

 th
e 

lif
e 

of
 a

n 
ar

tis
t h

as
 a

ny
th

in
g 

to
 d

o 
w

ith
 

th
e 

In
te

rn
et

.

A
6.

 A
s 

a 
se

rie
s 

w
ith

 th
is

 c
ur

re
nt

 w
or

k 
Sk

y 
of

 th
e 

de
ep

 

se
a,

 I 
am

 w
or

ki
ng

 o
n 

an
 e

xp
er

im
en

ta
l fi

lm
 p

lu
s 

an
ot

he
r 

ex
pe

rim
en

ta
l fi

lm
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

us
e 

of
 1

6m
m

 fi
lm

 a
s 

w
el

l a
s 

pr
ep

ar
in

g 
fo

r a
 th

ea
tr

ic
al

 fi
lm

 a
s 

m
y 

gr
ad

ua
tio

n 
w

or
k.

日
惠
野
真
生

A
1.
共
同
で
制
作
す
る
こ
と
で
、
役
割
分
担
や
、
好
み
や
考

え
か
た
の
違
い
な
ど
に
ど
う
対
処
す
る
か
学
べ
た
こ
と
と
、

長
谷
川
さ
ん
に
制
作
過
程
を
み
て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
長
谷
川
さ
ん
の
考
え
か
た
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
公
開
審
査
会
で
い
ろ
い
ろ
な
人

に
意
見
を
言
っ
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
の
作
品
が
ど
う

み
ら
れ
て
い
る
の
か
が
確
認
で
き
た
こ
と

 A
2.
大
島
真
悟
：

作
品
や
コ
ン
セ
プ
ト
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら

 A
3.
判

断
や
決
断
の
早
さ
が
す
ご
い
な
、
と
い
う
印
象
を
ず
っ
と

も
っ
て
い
ま
し
た
。

 A
4.
気
分
転
換
を
す
る

 A
5.
教
師

A
6.
集
中
力
を
つ
け
る

M
as

ao
 H

ie
no

A
1.

 T
hr

ou
gh

 w
or

ki
ng

 c
ol

la
bo

ra
tiv

el
y, 

I l
ea

rn
ed

 h
ow

 

to
 a

ss
ig

n 
ta

sk
s 

an
d 

ho
w

 to
 d

ea
l w

ith
 d

i�
er

en
ce

s 
in

 

lik
es

 a
nd

 w
ay

s 
of

 th
in

ki
ng

.  
 I 

le
ar

ne
d 

ho
w

 H
as

eg
aw

a-

sa
n 

th
ou

gh
t t

hr
ou

gh
 h

av
in

g 
he

r s
ee

 h
ow

 I 
w

or
k 

an
d 

ge
tt

in
g 

ad
vi

ce
 fr

om
 h

er
. H

ea
rin

g 
th

e 
op

in
io

ns
 o

f a
 

va
rie

ty
 o

f p
eo

pl
e 

at
 th

e 
pu

bl
ic

 in
te

rv
ie

w
 a

nd
 fi

nd
in

g 

ou
t h

ow
 o

th
er

 p
eo

pl
e 

sa
w

 m
y 

w
or

k.
  A

2.
 S

hi
ng

o 

O
sh

im
a:

 B
ec

au
se

 I 
co

ul
dn

’ t 
un

de
rs

ta
nd

 h
is

 w
or

k 
or

 

th
e 

co
nc

ep
t. 

 A
3.

 I 
al

w
ay

s 
ha

d 
th

e 
im

pr
es

si
on

 th
at

 th
e 

sp
ee

d 
of

 h
er

 ju
dg

m
en

ts
 a

nd
 d

ec
is

io
ns

 w
as

 in
cr

ed
ib

le
.  

A
4.

C
ha

ng
e 

m
y 

m
oo

d.
  A

5.
 T

ea
ch

er
s 

 A
6.

 In
cr

ea
se

 m
y 

co
nc

en
tr

at
io

n.

Yu
ki

 M
or

iy
a

A
1.

 I 
th

in
k 

I m
ay

 h
av

e 
fo

un
d 

a 
ne

w
 d

ire
ct

io
n 

fo
r 

m
y 

w
or

k.
  A

2.
 T

he
re

 a
re

 a
 lo

t o
f p

eo
pl

e 
I a

lre
ad

y 

kn
ew

 s
o 

no
 o

ne
.  

A
3.

 T
he

re
 w

as
 n

o 
ch

an
ge

.  
A

4.
 I 

re
m

em
be

r w
he

n 
I w

as
 a

�e
ct

ed
 b

y 
na

tu
ra

l d
is

as
te

r 

21
 y

ea
rs

 a
go

.  
A

5.
 I 

ca
nn

ot
 im

ag
in

e.
 It

 s
ee

m
s 

th
at

 

I’ v
e 

be
co

m
e 

th
at

 u
se

d 
to

 a
n 

en
vi

ro
nm

en
t w

ith
 th

e 

In
te

rn
et

.  
A

6.
 I 

w
ill

 m
ee

t t
he

 p
eo

pl
e 

I w
an

t t
o 

m
ee

t.

K
ao

ru
 N

ak
ag

aw
a

A
1.

 I 
w

as
 a

bl
e 

to
 fi

nd
 o

ut
 th

at
 it

 is
 h

ar
d 

to
 k

ee
p 

be
lie

vi
ng

 in
 y

ou
r c

on
vi

ct
io

ns
, a

nd
 th

at
 m

y 
ow

n 

co
nv

ic
tio

ns
 a

re
 s

til
l v

er
y 

sm
al

l. 
 A

2.
 M

ik
i M

ur
ak

am
i: 

Sh
e 

gi
ve

s 
sh

ap
e 

to
 th

in
gs

 th
at

 h
av

e 
no

 s
ha

pe
, I

 

do
n’

t u
nd

er
st

an
d 

it 
bu

t I
 w

an
t t

o 
co

m
e 

in
to

 c
on

ta
ct

 

w
ith

 it
. I

t s
ta

ys
 w

ith
 m

e 
be

ca
us

e 
it 

re
m

in
de

d 
m

e 
of

 

a 
na

iv
e 

cu
rio

si
ty

.  
A

3.
 T

he
re

 w
as

 a
 s

tr
on

g 
w

in
d 

th
at

 

bl
ew

 fr
om

 H
as

eg
aw

a-
sa

n,
 a

nd
 a

t fi
rs

t I
 fe

lt 
th

at
 th

e 

sh
al

lo
w

 th
ou

gh
ts

 th
at

 a
re

 s
pe

ci
fic

 to
 s

tu
de

nt
s 

w
ou

ld
 

be
 b

lo
w

n 
aw

ay
, b

ut
 in

 re
al

ity
 I 

th
in

k 
sh

e 
m

ay
 h

av
e 

be
en

 w
ai

tin
g 

fo
r t

he
 w

or
ks

 to
 c

ha
ng

e 
an

d 
be

co
m

e 

sm
ar

te
r d

ue
 to

 th
is

 w
in

d.
 I 

al
so

 th
in

k 
th

at
 th

e 
pe

op
le

 

w
ho

 d
on

’ t 
lo

se
 th

em
se

lv
es

 in
 th

is
 w

in
d 

ar
e 

th
e 

pe
op

le
 w

ho
 h

av
e 

th
e 

po
w

er
 to

 s
ur

vi
ve

.  
A

4.
 I 

do
n’

t 

th
in

k 
it 

is
 a

 m
at

te
r o

f s
ol

vi
ng

 it
. I

t i
s 

an
 o

pp
on

en
t 

to
 c

o-
ex

is
t w

ith
.  

A
5.

 I 
en

jo
y 

pr
ov

id
in

g 
a 

pl
ea

sa
nt

 

en
vi

ro
nm

en
t t

hr
ou

gh
 d

ire
ct

 c
om

m
un

ic
at

io
n 

so
 

I t
hi

nk
 I 

w
ou

ld
 b

e 
do

in
g 

th
e 

sa
m

e 
w

or
k.

  A
6.

 T
o 

sp
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ad
 th

e 
ch

ar
m

 o
f T

ot
to

ri.

M
ik

i M
ur

ak
am

i
A

1.
T

ha
t g

ro
up

 e
xh

ib
iti

on
s 

ar
e 

ve
ry

 h
ar

d.
 I 

al
w

ay
s 

th
ou

gh
t t

hi
s,

 e
sp

ec
ia

lly
 th

is
 a

w
ar

d.
 I 

ha
ve

 n
ev

er
 

ha
d 

a 
so

lo
 e

xh
ib

iti
on

, b
ut

 it
 c

ou
ld

 b
e 

ev
en

 h
ar

de
r 

I s
up

po
se

 (l
au

gh
s)

.  
A

2.
 K

ai
 M

ae
ta

ni
: I

 c
an

’ t 
ju

st
 

ch
oo

se
 o

ne
 b

ut
...D

ur
in

g 
th

e 
in

st
al

l, 
I d

id
n’

t k
no

w
 

w
ha

t h
e 

w
as

 d
oi

ng
, s

o 
du

rin
g 

th
e 

ex
hi

bi
tio

n 
I w

en
t 

to
 h

is
 s

pa
ce

 fo
r t

he
 fi

rs
t t

im
e.

 W
he

n 
I o

pe
ne

d 
th

e 

do
or

, I
 fe

lt 
a 

se
ns

at
io

n 
th

at
 w

as
 li

ke
 ‘ p

ss
ss

’ . 
T

he
 

im
pr

es
si

on
 s

ta
ys

 w
ith

 m
e,

 a
nd

 w
as

 e
xc

iti
ng

.  
A

3.
 It

 

di
d 

no
t c

ha
ng

e.
 B

ut
 d

ur
in

g 
th

e 
cr

iti
qu

e 
sh

e 
w

as
 v

er
y 

ki
nd

...I
 w

as
 im

pr
es

se
d.

  A
4.

 C
om

pr
om

is
e.

..h
m

m
...I

 

th
in

k 
it 

fe
el

s 
be

tt
er

 in
st

ea
d 

to
 ru

n 
at

 fu
ll 

sp
ee

d 
an

d 

th
en

 fa
ll 

ov
er

 w
ho

le
he

ar
te

dl
y.

  A
5.

 In
 te

rm
s 

of
 e

ra
, 

do
es

 th
at

 m
ea

n 
so

m
et

hi
ng

 li
ke

 th
e 

Jo
m

on
 E

ra
?

I w
ou

ld
 b

e 
m

ak
in

g 
Jo

m
on

 p
ot

te
ry

 a
nd

 p
ra

yi
ng

. 

A
6.

 I 
w

an
t t

o 
ge

t m
y 

fu
ll 

dr
iv

er
’ s

 li
ce

ns
e!

Ta
ts

uk
i K

at
ay

am
a

A
1.

 T
he

 m
ul

tip
le

 m
ea

ni
ng

s 
of

 a
n 

ex
hi

bi
tio

n 
sp

ac
e.

 

A
m

bi
gu

ity
.  

A
2.

 M
as

ao
 H

ie
no

 &
 S

at
os

hi
 T

or
ai

w
a:

 

T
he

y 
w

er
e 

ab
le

 to
 s

ho
w

 th
e 

ps
yc

he
de

lic
 re

la
tio

ns
hi

p 

be
tw

ee
n 

m
ed

ia
 a

nd
 p

eo
pl

e.
  A

3.
 T

he
re

 w
as

 n
o 

ch
an

ge
 in

 m
y 

im
pr

es
si

on
 b

ec
au

se
 s

he
 h

ad
 th

e 
sa

m
e 

at
tit

ud
e 

to
w

ar
ds

 h
ow

 s
he

 d
ea

lt 
w

ith
 th

e 
ar

tis
ts

 fr
om

 

be
gi

nn
in

g 
to

 e
nd

.  
A

4.
 I 

w
ill

 m
ak

e 
a 

co
lla

ge
 w

or
k.

  

A
5.

 I 
w

ou
ld

 a
lw

ay
s 

be
 o

ut
si

de
.  

A
6.

 I 
ha

ve
 a

n 
in

te
re

st
 

fr
om

 n
ow

 o
n 

in
 a

ct
iv

iti
es

 th
at

 a
pp

ro
ac

h 
fa

sh
io

n 
so

 I 

w
an

t t
o 

do
 s

om
et

hi
ng

 w
ith

 th
at

.

虎
岩
慧

A
1.
人
に
み
て
も
ら
え
る
と
約
束
さ
れ
た
場
所
で
、
制
作
や

展
示
が
で
き
る
楽
し
さ
を
再
確
認
し
た
。

 A
2.
大
島
真
悟
：

会
期
中
に
片
山
君
の
ブ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
、

A
N

U
ST

ES

さ
ん
の
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
を
彼
が
気
に
入
り
突
然
作
品
に

貼
り
だ
し
た
り
、
彼
の
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
か
ら
夜
通
し
ア

ラ
ー
ム
音
が
消
え
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ

た
。

 A
3.
面
接
か
ら
審
査
ま
で
に
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
案
外
話
し
や
す
い
の
か
も
と
思
っ
た
。

 

A
4.
高
校
時
代
に
所
属
し
て
い
た
ラ
グ
ビ
ー
部
の
練
習
を
思

い
だ
し
て
、
あ
ん
な
に
辛
い
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
だ
か
ら
、

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
と
自
分
に
言
い
き
か
せ
る
。

 A
5.
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
世
界
に
い
て
も
自
分
は
順
応
で
き
る

と
思
う
の
で
、（
と
い
う
の
も
普
段
か
ら
あ
ま
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
）
今
と
生
活
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な

い
と
思
う
。

 A
6.
大
学
院
進
学

Sa
to

sh
i T

or
ai

w
a

A
1.

 I 
co

nfi
rm

ed
 a

ga
in

 th
e 

jo
y 

of
 m

ak
in

g 
an

d 
ex

hi
bi

tin
g 

at
 a

 p
la

ce
 w

he
re

 it
 is

 p
ro

m
is

ed
 th

at
 p

eo
pl

e 
w

ill
 s

ee
 it

.  

A
2.

 S
hi

ng
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O
sh

im
a:

 It
 le

ft
 a

n 
im

pr
es

si
on

 o
n 

m
e 

w
he

n 

he
 s

ud
de

nl
y 

pu
t t

he
 fr

ee
 s

tic
ke

rs
 fr

om
 A

N
U

ST
ES

, w
ho

 

w
as

 in
 K

at
ay

am
a’

s 
bo

ot
h 

du
rin

g 
th

e 
ex

hi
bi

tio
n,

 o
nt

o 

hi
s 

ow
n 

w
or

k 
be

ca
us

e 
he

 li
ke

d 
it,

 a
nd

 w
he

n 
th

e 
al

ar
m

 

on
 h

is
 b

la
ck

be
rr

y 
di

dn
’ t 

st
op

 a
ll 

th
ro

ug
h 

th
e 

ni
gh

t. 
 A

3.
 

I d
id

n’
t h

av
e 

m
uc

h 
co

nt
ac

t w
ith

 h
er

 fr
om

 th
e 

in
te

rv
ie

w
 

to
 th

e 
cr

iti
qu

e,
 b

ut
 I 

th
ou

gh
t i

t w
as

 e
as

ie
r t

o 
ta

lk
 w

ith
 

he
r t

ha
n 

I t
ho

ug
ht

.  
 A

4.
 I 

re
m

em
be

r t
he

 ru
gb

y 
tr

ai
ni

ng
 

in
 h

ig
h 

sc
ho

ol
, a

nd
 I 

te
ll 

m
ys

el
f t

he
re

 is
 n

ot
hi

ng
 I 

ca
n’

t 

do
 n

ow
 h

av
in

g 
ex

pe
rie

nc
e 

so
m

et
hi

ng
 s

o 
pa

in
fu

l.  
A

5.
  

I t
hi

nk
 I 

co
ul

d 
ad

ap
t t

o 
a 

w
or

ld
 w

ith
ou

t t
he

 In
te

rn
et

, 

(g
iv

en
 th

at
 I 

do
n’

t n
or

m
al

ly
 u

se
 th

e 
In

te
rn

et
 v

er
y 

m
uc

h)
 I 

do
n’

t t
hi

nk
 m

y 
lif

es
ty

le
 w

ou
ld

 c
ha

ng
e 

fr
om

 

w
ha

t i
t i

s 
no

w
.  

 A
6.

 P
ro

gr
es

s 
to

 a
 G

ra
du

at
e 

D
eg

re
e

大
島
真
悟

A
1.
自
分
の
最
大
の
武
器
は
き
っ
と
「
形
を
作
る
こ
と
」
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
。

 A
2.
川
村
夢
：
映
像

と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
か
っ
た
作
品
の
見
せ
か
た
、
展

開
の
し
か
た
。
前
谷
開
：
部
屋
全
体
へ
の
身
体
拡
張
。
片

山
達
貴
：
大
音
量
の
メ
タ
ル
を
流
し
た
と
き
の
箱
が
個
性

を
も
つ
瞬
間
。
一
瞬
で
お
も
し
ろ
い
と
い
う
感
覚
。
田
村

琢
郎
：
突
き
抜
け
た
ポ
ッ
プ
と
完
成
度
。

 A
3.
最
初
の
印

象
と
大
き
な
変
化
は
な
い
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て

一
瞬
一
瞬
で
反
応
で
き
る
ひ
ら
め
き
の
人
だ
な
と
。

 A
4.

??
 

A
5.
わ
か
り
ま
せ
ん
。

 A
6.
結
婚

Sh
in

go
 O

sh
im

a
A

1.
 T

ha
t m

y 
gr

ea
te

st
 w

ea
po

n 
is

 n
ot

 ‘ m
ak

in
g 

fo
rm

s’
.

A
2.

 Y
um

e 
K

aw
am

ur
a:

 T
he

 w
ay

 th
e 

w
or

k 
us

in
g 

vi
de

o 
an

d 
an

im
at

io
n 

w
as

 s
ho

w
n 

an
d 

de
ve

lo
pe

d.
 K

ai
 

M
ae

ta
ni

: T
he

 e
xp

an
si

on
 o

f t
he

 b
od

y 
to

 in
cl

ud
e 

th
e 

en
tir

e 
ro

om
. T

at
su

ki
 K

at
ay

am
a:

 T
he

 m
om

en
t w

he
re

 

th
e 

bo
x 

w
as

 m
ad

e 
un

iq
ue

 b
y 

ha
vi

ng
 h

ea
vy

 m
et

al
 

m
us

ic
 p

la
ye

d 
in

 it
 a

t a
 lo

ud
 v

ol
um

e.
 T

he
 fe

el
in

g 
of

 

it 
be

in
g 

in
te

re
st

in
g 

in
 th

at
 in

st
an

t. 
Ta

ku
ro

 T
am

ur
a:

 

Ex
tr

em
el

y 
Po

p 
an

d 
w

el
l r

es
ol

ve
d.

  A
3.

 H
as

n’
t 

ch
an

ge
d 

m
uc

h 
fr

om
 th

e 
fir

st
 im

pr
es

si
on

. S
he

 h
as

 

en
er

gy
 a

nd
 s

he
 is

 a
 p

er
so

n 
of

 in
sp

ira
tio

n 
w

ho
 c

an
 

re
ac

t m
om

en
t t

o 
m

om
en

t. 
 A

4.
 ?

? 
 A

5.
 I 

do
n’

t k
no

w
  

A
6.

 M
ar

ria
ge

前
谷
開

A
1.
自
分
は
欲
望
か
ら
一
度
距
離
を
置
い
た
ほ
う
が
い
い
と

い
う
こ
と
。

 A
2.
大
島
真
悟
：
作
品
と
作
家
か
ら
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
が
一
番
大
き
か
っ
た
か
ら
。

 A
3.
以
前
か
ら

知
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
の
展
覧
会
で
印
象
は
特
に
変
わ

ら
ず
。

 A
4.
寝
て
、
も
う
一
度
考
え
る
。

 A
5.
本
を
読
ん

だ
り
映
画
を
み
た
り
し
て
い
る
と
思
う
。

 A
6.
就
職
す
る
。

K
ai

 M
ae

ta
ni

A
1.

 I 
th

in
k 

it 
is

 b
et

te
r i

f I
 g

et
 s

om
e 

di
st

an
ce

 fr
om

 

m
y 

de
si

re
s.

  A
2.

Sh
in

go
 O

sh
im

a:
 B

ec
au

se
 w

ha
t c

am
e 

ac
ro

ss
 fr

om
 th

e 
w

or
k 

an
d 

th
e 

ar
tis

t w
as

 m
y 

fa
vo

rit
e.

  

A
3.

 B
ec

au
se

 I 
kn

ew
 h

er
 b

ef
or

e,
 m

y 
im

pr
es

si
on

 d
id

 

no
t c

ha
ng

e 
w

ith
 th

is
 e

xh
ib

iti
on

.  
A

4.
 S

le
ep

 a
nd

 th
en

 

th
in

k 
ag

ai
n.

  A
5.

 I 
w

ou
ld

 re
ad

 b
oo

ks
 a

nd
 w

at
ch

 fi
lm

s

A
6.

 T
o 

ga
in

 e
m

pl
oy

m
en

t.

Q
1. 

ア
ワ
ー
ド
へ
の
参
加
を
通
し
て
見
つ
け
た
、    

   

最
も
大
き
な
発
見
は
何
で
し
た
か
。

W
ha

t 
w

as
 t

he
 b

ig
ge

st
 d

is
co

ve
ry

 y
ou

 

m
ad

e 
th

ro
ug

h 
pa

rt
ic

ip
at

in
g 

in
 t

he
 a

w
ar

d?

長
谷
川
祐
子
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
初
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド
に

選
出
さ
れ
た
、

13
人
と

1
組
の
作
家
た
ち
。
公
開
面
接
か
ら
展

覧
会
終
了
ま
で
を
走
り
抜
け
た
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
見
つ
け
た

も
の
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
向
か
っ
て
い
く
先
に
あ
る
も
の
と
は
。

展
覧
会
を
終
え
て
間
も
な
い
彼
ら
に

6
つ
の
質
問
を
ぶ
つ
け
た
。

C
ho

se
n 

in
 t

he
 f

ir
st

 U
LT

R
A

 A
W

A
R

D
 t

o 
be

 c
ur

at
ed

 b
y 

Y
uk

o 

H
as

eg
aw

a,
 t

he
 a

rt
is

ts
 in

cl
ud

e 
13

 in
di

vi
du

al
s 

an
d 

on
e 

gr
ou

p.
 

W
ha

t 
di

d 
th

os
e 

th
at

 la
st

ed
 f

ro
m

 t
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 p
ub

lic
 

in
te

rv
ie

w
 u

nt
il 

th
e 

fi
na

l e
xh

ib
it

io
n 

m
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ag
e 

to
 f

in
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W
ha

t 
is

 in
 s

to
re

 f
or

 t
he

m
 a

s 
th

ey
 c

on
ti

nu
e 

fo
rw

ar
d?

W
e 

as
ke

d 
ea

ch
 o

f 
th

em
 6

 q
ue

st
io

ns
 s

ho
rt

ly
 a

ft
er

 t
he

 e
xh

ib
it

io
n.

Q
4.

 
作
品
や
自
分
と
向
き
合
い
、
妥
協
し
そ
う
に

な
っ
た
と
き
の
解
決
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

W
ha

t 
w

as
 y

ou
r 

so
lu

ti
on

 w
he

n 
it

 s
ee

m
ed

 a
s 

if
 y

ou
 m

ig
ht

 c
om

pr
om

is
e 

w
he

n 
fa

ce
d 

w
it

h 

yo
ur

se
lf

 o
r 

yo
ur

 w
or

k?

Q
5.

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
世
界
に
い
た
ら
、  

   
 

自
分
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

If
 y

ou
 li

ve
d 

in
 a

 w
or

ld
 w

it
ho

ut
 in

te
rn

et
, w

ha
t 

do
 

yo
u 

th
in

k 
yo

u 
w

ou
ld

 b
e 

do
in

g?

Q
2.

今
回
の
ア
ワ
ー
ド
で
、
印
象
に
残
っ
た

作
家
と
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

W
hi

ch
 a

rt
is

ts
 le

ft
 a

n 
im

pr
es

si
on

 f
or

 

yo
u 

in
 t

hi
s 

aw
ar

d?

Q
3.

 
公
開
面
接
か
ら
展
覧
会
の
審
査
会
に
い
た
る
ま
で
、

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
長
谷
川
祐
子
さ
ん
へ
の
印
象
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
。

H
ow

 d
id

 y
ou

r 
im

pr
es

si
on

 o
f 

Y
uk

o 
H

as
eg

aw
a 

ch
an

ge
 f

ro
m

 t
he

 p
ub

lic
 in

te
rv

ie
w

 u
nt

il 
th

e 

cr
it

iq
ue

 a
t 

th
e 

ex
hi

bi
ti

on
?

小
中
寛
顕

A
1.
「
な
ん
で
も
有
り
な
ん
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
発

見
に
な
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
。

 A
2.
た
く
さ
ん
い
る

の
で
難
し
い
で
す
が
、
印
象
と
い
う
よ
り
一
緒
に
居
て
楽

し
か
っ
た
の
と
、
よ
く
歩
い
て
た
ら
会
う
の
が
田
村
く
ん

で
し
た
。
な
の
で
田
村
く
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。
そ
う
い

え
ば
作
品
を
変
更
し
た
仲
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…

 A
3.
公

開
面
接
の
前
に
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
正
確
に
は

印
象
の
変
化
は
し
た
の
か
答
え
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
た
だ

面
接
と
審
査
で
は
全
然
話
す
内
容
が
違
う
の
で
印
象
と
し

て
は
感
覚
で
捉
え
た
り
し
て
い
て
、
自
分
も
少
し
言
葉
だ

け
じ
ゃ
な
い
も
の
を
感
得
し
て
い
た
の
で
良
い
機
会
で
し

た
。
審
査
会
で
は

1人
で
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
立
ち
向
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
単
純
に
カ
ッ
コ
イ
イ
と
思
い
ま
し
た
。

 

A
4.
妥
協
し
ま
せ
ん
。
い
つ
も
周
り
の
方
が
苦
労
し
て
い

る
の
で
解
決
策
を
話
し
た
り
し
ま
す
。
作
品
や
自
分
と
向

き
合
う
の
は
同
じ
よ
う
で
全
然
違
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

妥
協
し
な
い
よ
う
に
変
わ
ら
な
い
部
分
は
持
ち
続
け
た
い

で
す
ね
。
解
決
策
と
し
て
そ
れ
ぐ
ら
い
し
か
無
い
で
す
。

 

A
5.
き
っ
と
絵
は
描
い
て
る
と
思
い
ま
す
、
だ
っ
て
何
も
言

わ
れ
て
な
い
の
に
勝
手
に
や
っ
て
る
と
い
う
こ
と
は
き
っ

と
運
命
み
た
い
な
も
の
な
の
で
。
宿
命
の
ひ
と
つ
で
す
か

ね
。

 A
6.
三
月
に
旅
行
で
韓
国
へ
行
く
の
で
、
全
身
で
受

け
止
め
た
い
で
す
。
日
々
を
大
切
に
で
き
る
か
が
最
も
身

近
な
目
的
に
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
考
え
方
し
だ
い
で
す
。

H
ir
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ki

 K
on

ak
a

A
1.

 T
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t a
ny

th
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. I

 d
on
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gh
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 d
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e 

m
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I w
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ou
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. S
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ut
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m
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I a
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k 
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f t
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w
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 c
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ng
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th
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r w
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.. 

 A
3.

 F
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w
 it

 is
 a

 b
it 
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t t
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an
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e 

so
 I’

m
 n

ot
 

su
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 I 
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n 
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w
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te

nt
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t w
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w
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e 
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m

pl
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so
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la
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w
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 I 
fe
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te
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ct

ed
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w

n 
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d 

w
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o 

m
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s 

w
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si
m
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y 
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ve
.  

A
4.

 I 
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ve
r c

om
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om
is

e,
 

so
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 c
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se
s 
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bl
e 
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r o

th
er

 p
eo

pl
e 

an
d 

so
 I 

ta
lk

 

ab
ou

t s
ol

ut
io

ns
. F

ac
in

g 
yo

ur
 w

or
k 

an
d 

yo
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se
lf 

se
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ila
r b

ut
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en
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ta
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 d

i�
er

en
t, 

so
 

I w
an

t t
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ke
ep
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f m
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no
t c
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ng
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 I 
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 T
ha

t i
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a 
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  A
5.

 

I w
ou

ld
 s

til
l b

e 
m

ak
in

g 
pi
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ur

es
, b

ec
au

se
 I 

th
in

k 
th

at
 

an
yt

hi
ng

 th
at

 y
ou

 d
o 
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 y

ou
r o

w
n 
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rd
 w

ith
ou

t 

be
in

g 
as

ke
d 

is
 s

om
et

hi
ng

 li
ke

 d
es

tin
y.

 M
ay

be
 it

 is
 

fa
te

.  
A

6.
 I 

am
 g

oi
ng

 to
 S

ou
th

 K
or

ea
 in

 M
ar

ch
 s

o 
I 

w
an

t t
o 
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pe
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it 

to
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e 
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. T
he

 c
lo
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oa

l 
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er
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w
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ジ
ダ
ー
ノ
ワ
・
ア
リ
ー
ナ

A
1.
作
家
に
セ
オ
リ
ー
な
ん
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
分
の

中
で
強
く
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 A
2.
村
上
美
樹
：

ミ
ミ
ズ
の
作
品
が
頭
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
作
品
自
体
も

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
け
ど
、
そ
も
そ
も
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
っ
て
い
く
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

 A
3.
本
人
は
超
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
う
え
、
い
つ
も
大
学
に
囲
わ
れ
て
い
て
あ
ま

り
近
づ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
家
に
対
し
て
シ
ビ
ア
な

と
こ
ろ
に
好
感
を
も
て
ま
し
た
。
ま
た
ピ
ン
ク
の
似
合
う

可
愛
ら
し
い
か
た
で
し
た
。

 A
4.
他
の
作
品
を
生
で
見
て
、

作
品
が
も
つ
力
を
感
じ
る
。
そ
れ
が
重
荷
に
な
っ
た
と
き

は
引
き
こ
も
っ
て
映
画
を
み
る
、
本
を
読
む
。
本
は
イ
メ
ー

ジ
を
彷
彿
さ
せ
る
練
習
と
し
て
、
と
て
も
便
利
な
も
の
で

す
。

 A
5.
本
を
読
ん
で
読
ん
で
読
ん
で
、
文
章
を
書
い
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

 A
6.
新
し
い
テ
ー
マ
の
作
品
を
考
え

て
い
て
、
今
回
の
作
品
の
シ
リ
ー
ズ
と
あ
わ
せ
て
ひ
た
す

ら
制
作
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
作
る
。
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 b
ut

 it
 w

as
 a

ls
o 

fu
n 

to
 

se
e 

th
e 

w
or

ki
ng

 p
ro

ce
ss

 o
f t

he
 a

rt
is

t. 
 A

3.
 S

he
 h

ad
 a

 

ha
rd

 s
ch

ed
ul

e 
an

d 
w

as
 s

ur
ro

un
de

d 
by

 th
e 

un
iv

er
si

ty
 

so
 I 

co
ul

d 
no

t g
et

 v
er

y 
cl

os
e,

 b
ut

 I 
it 

w
as

 g
oo

d 
sh

e 

w
as

 s
ev

er
e 

w
ith

 th
e 

ar
tis

ts
. A

ls
o 

he
r c

ut
en

es
s 

th
at

 

w
en

t w
el

l w
ith

 p
in

k.
  A

4.
 S

ee
in

g 
w

or
ks

 b
y 

ot
he

rs
 in

 

pe
rs

on
, a

nd
 fe

el
in

g 
th

e 
st

re
ng

th
 o

f t
he

 w
or

ks
. W

he
n 

th
is

 b
ec

om
es

 a
 b

ur
de

n 
I l

ik
e 

to
 w

ith
dr

aw
 a

nd
 w

at
ch

 

fil
m

s 
or

 re
ad

 b
oo

ks
. B

oo
ks

 a
re

 v
er

y 
us

ef
ul

 p
ra

ct
ic

e 

fo
r b

rin
gi

ng
 o

ut
 im

ag
es

.  
 A

5.
 I 

w
ou

ld
 re

ad
 m

an
y 

m
an

y 
bo

ok
s 

an
d 

w
rit

e 
as

 w
el

l. 
 A

6.
 I 

am
 th

in
ki

ng
 o

f 

a 
ne

w
 th

em
e 

fo
r m

y 
w

or
k,

 a
nd

 a
m

 s
in

gl
e-

m
in

de
dl

y 

m
ak

in
g 

w
or

k 
to

 g
o 

to
ge

th
er

 w
ith

 th
e 

cu
rr

en
t s

er
ie

s.
 

To
 c

re
at

e.

板
木
綾
花

A
1.
全
体
に
お
け
る
空
間
の
使
い
か
た
と
作
家
作
品
同
士
の

関
係
性
。

 A
2.
川
村
夢
：
作
品
と
優
し
い
本
人
と
の
素
敵

な
ギ
ャ
ッ
プ
。

 A
3.
始
終
、
客
観
的
視
野
か
ら
作
家
に
対

し
端
的
に
丁
寧
に
言
葉
を
投
げ
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

A
4.
個
人
的
な
研
究
と
は
違
い
、
作
品
を
発
表
す
る
と
な
る

と
必
ず
締
切
が
存
在
し
ま
す
。
妥
協
へ
の
解
決
策
は
ど
れ

だ
け
長
期
的
に
安
定
し
た
制
作
環
境
を
確
保
で
き
る
か
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

 A
5.
た
ぶ
ん
で
す
が
放
浪
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
奇
心
を
騙
し
て

い
な
か
っ
た
ら
現
在
地
に
と
ど
ま
っ
て
生
活
で
き
て
い
な

い
か
も
。

 A
6.
作
品
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
人
に
伝
え
る
こ
と
。

い
い
も
の
つ
く
り
た
い
。
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田
村
琢
郎

A
1.
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
た
に
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
周
り
の
人
た

ち
と
の
兼
ね
あ
い
や
会
場
が
で
き
て
い
く
さ
ま
は
と
て
も

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
同
時
に
、
自
分
の
未
熟
な

部
分
も
十
分
に
わ
か
り
ま
し
た
。
大
き
な
発
見
は
、
も
っ

と
自
分
を
色
ん
な
こ
と
に
突
っ
込
む
べ
き
だ
と
肌
で
感
じ

ら
れ
た
点
で
す
。

 A
2.
諌
山
元
貴
：
自
分
の
作
品
に
対
し

て
自
信
が
も
て
な
い
時
に
褒
め
て
く
だ
さ
り
、
展
覧
会
後

も
わ
さ
わ
ざ
連
絡
を
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
情
の
熱
い
優
し

い
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 A
3.
あ
ま
り
印
象
は
変
わ
っ
て

な
い
で
す
。
少
し
ば
か
り
は
期
待
し
て
く
れ
て
い
た
僕
へ

の
印
象
は
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

 A
4.
誰
か
他
の
人

の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
作
品
を
パ
ク
る
。

 A
5.
エ
ロ

D
V

D
の
隠

し
場
所
を
確
保
す
る
。
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煙
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 T
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qu
it 

sm
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g

川
村
夢

A
1.
自
分
の
勉
強
不
足
と
、
作
家
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

の
過
酷
さ
を
改
め
て
、
そ
し
て
今
ま
で
よ
り
も
リ
ア
ル
に

感
じ
ま
し
た
。

 A
2.
前
谷
開
：
自
分
の
作
品
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
対
し
て
物
凄
く
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
、
ひ
た
す
ら
に

追
求
し
つ
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。

 

A
3.
公
開
面
接
の
と
き
は
、
私
な
ど
相
手
に
し
て
い
た
だ
け

る
の
か
と
不
安
で
し
た
が
、
作
家
た
ち
の
思
考
に
対
し
共

感
し
つ
つ
も
全
世
界
に
目
を
む
け
、
ひ
と
り
ひ
と
り
全
員

に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
と
て
も
丁
寧
に
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

 A
4.
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
に
い
く

の
は
勿
論
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
大
学
に
行
っ
て
い
る
友

達
な
ど
に
作
品
を
見
せ
、
な
に
を
感
じ
る
か
聞
い
て
み
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 A
5.
飼
っ
て
い
る
猫
達
と
の
意
思
疎

通
 A

6.
何
事
に
も
動
じ
な
い
鋼
の
心
を
も
っ
て
卒
業
し
て

も
展
示
会
に
出
品
し
て
い
た
い
。
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身
近
な
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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コラージュ川柳倶楽部

     12                   COLLAGE SENRYU CLUB

コ
ラ
ー
ジ
ュ
川
柳
50
選
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   In 2015, the ULTRA FACTORY inaugurated club activities. One was called Collage Senryu Club. Also fondly named Cola Sen, they meet once a week with Hideaki Shibata from the art unit Yodogawa Technique. They mostly do the strange activity of cutting out 5 and 7 word phrases from newspapers and reordering them in the order of 5-7-5. From the mass of works made throughout the year, we have carefully selected 50 and brazenly added our comments as we show them here. 

Collage Senryu Select 50

2
0
1
5
年
、
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
部
活
が
発
足
し
た
。
そ
の

名
も
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
川
柳
倶
楽
部
」。

親
し
み
を
こ
め
て
「
コ
ラ
セ
ン
」
と

よ
ば
れ
る
こ
の
部
活
は
、
ア
ー
ト
ユ

ニ
ッ
ト
「
淀
川
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
柴

田
英
昭
を
顧
問
と
し
て
週
に
1
度

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
主
に
新
聞
か

ら
5
文
字
と
7
文
字
の
単
語
を
切

り
抜
き
、
5
・
7
・
5
に
並
べ
替

え
る
作
業
を
延
々
続
け
る
と
い
う
、

怪
し
い
活
動
を
し
て
い
る
彼
ら
。
こ

こ
で
は
1
年
の
間
に
生
み
だ
さ
れ

た
大
量
の
作
品
の
う
ち
、
厳
選
し
た

50
作
に
勝
手
に
編
集
部
が
コ
メ
ン

ト
を
つ
け
て
紹
介
す
る
。
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05. Japan Handmade
Director: Masataka Hosoo

Participants: 5
The Hosoo company, long-established in Kyoto for 
around 300 years, carries the tradition and techniques 
of Nishijin weaving. This project strives to create new 
possibilities through products that draw on the resource 
of a digital archive of approximately twenty thousand 
designs of Obi of the Hosoo collection that go back to 
the Edo period. 2015 was this project's second year, 
and featured developments in different media such 
as entering into the LOFT & Fab Award 2015 where 
they planned goods that used digital tools based on 
the designs, making concepts for goods for a zoo 
that used the designs, and turning the designs into 
paintings. Each used their own perspective to carry 
out new proposals. In addition, they created goods that 
incorporated the idea of 'celebration' that came out of 

meetings with the participating students.

06. ULTRA× Kawaii PROJECT 
Directors: Sebastian Masuda, Kenji Yanobe

Participants: 16
A project that is involved with the first collaborative work 
between the premier figure of Harajuku kawaii culture, 
Sebastian Masuda, and the contemporary artist Kenji 
Yanobe. The participants helped with the construction 
of the giant sculptures Raijin - Black Sun, Flora and 
Raijin Tower that were presented in the exhibition 
PANTHEON - Feast of the Gods that was held at the 
Kyoto Prefectural Botanical Garden to commemorate 
400 years of Rinpa. The students who participated in 
the project were seen as the generation who will carry 
the responsibility of this age, and so they collaborated 
with Masuda to work on his new piece New Generation 
Plant that expressed the future of plants. The students 
also designed and created ULTRA kawaii goods that 
came from discarded material from other works, and 
sold them at the school fair. There were even goods 

which sold out.

07. Kyota Takahashi Light Project
Director: Kyota Takahashi

Participants: 9
A project that uses light to enact happenings with 
the artist Kyota Takahashi. At the Rinpa 400 Year 
Anniversary Exhibition PANTHEON - Feast of the Gods 
where Sebastian Masuda, Kenji Yanobe and Kyota 
Takahashi collaborated, rows of camphor trees were 
saturated with the color of Rinpa with light projection. 
They participated in the direction of the 'Botanical 
Garden at Night' by using the Fruit of the Light to make 
the night view emerge. The students also planned and 
ran an event aimed at children during the exhibition 
period called “Inside Trees - Peek Into the Mysterious 
World of Trees”. This participatory event featured a 
symbol tree in the botanical garden that had a space 
inside big enough to contain a person, for which props 
such as mirrors and bells were made so that various 
aspects of the tree could be sensed inside. It was 
popular with adults as well, so much so that it led to 

long, snaking cues.

08. Design studio ZZZ
Directors: Shigeki Hattori, Yuma Harada

Researchers: Kentaro Nakamura, Takahiro Nagao
Participants: 6

Spinning out from the offices of the two directors, this 
is a practical design studio that was made within the 
school. While carrying out research and experiments, 
they carry out design practices that cross over the 
fields of spatial, graphic and product design. This year 
they researched, planned and designed for the regional 
activation journal “Kameoka-shi”, all the visual images 
for the ULTRA AWARD exhibition including the venue 
sign, webpage and catalogue, as well as the design of 
this paper, “THE ULTRA”.

03. Metal Work Club
Advisor: Masaki Goto

The club is centered on making products that specifically 
used metals such as iron, as well the individual students' 
own projects. They supported the making of Lyota Yagi's 
work exhibited in The Contemporary 1 - In Our Time : 
Art in Post-industrial Japan at the 21st Century Museum 
of Contemporary Art, Kanazawa and Kyota Takahashi's 
work at the Rokko Meets Art Art Walk 2015, as well as 
making candle holders to be sold at the store graph and 
items that can be used in daily life such as metal low 

tables, tissue cases and shelves.

04. Wood Carving Club
Advisor: Ena Nagao

The main focus of this club is individual work where the 
students can gain specialized skills in woodcarving. 
The participating students make work out of logs and 
submitted work into the Ooya Woodcarving Folk Art 
competition. They learn not only woodcarving but also 
coloring and exhibiting, with experience being the 
center of their activity. This year was limited to individual 
work, but from next year it is planned to have workshops 
as well. 

01
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03

04

05

06

07

08

04

THE ULTRA                 issue 08  |  2016               15

ウルトラファクトリーではさまざまなプロジェクトが同時多発的に進行し、
活動場所も京都だけに留まらず、国内外に広がっている。

その 8つのプロジェクトと今年度よりウルトラファクトリーに新設された
4つのクラブ活動を紹介する。

Many projects occur simultaneously at the Ultra Factory, with the location

for their activities not being limited to Kyoto, but spreading internationally.

We introduce 8 of these projects and the 4 new club activities

that were established this year.

     14                   ULTRA PROJECT 2015

01.  やなぎみわ演劇プロジェクト 
ディレクター：やなぎみわ 

参加学生：14名
美術作家・やなぎみわによる演劇公演に関わるプロジェク
ト。 2013年に初演、北米５都市でも上演された演劇作品
「ゼロ・アワー」は、2015年 7月 18日、19日に京都芸術
劇場春秋座で凱旋公演を開催。参加学生は衣装や舞台美術
制作、メーキャップなど、それぞれの専門分野を生かして
チームを編成し、稽古から本番終了まで公演全般に関わっ
た。やなぎ演劇の狂言回し役である「案内嬢」に扮し、公
演に出演した学生も。また、「Stage Trailer Project　ステー
ジトレーラープロジェクト」として、「PARASOPHIA:京
都国際現代芸術祭」や大阪での「Open Storage 2015－見
せる収蔵庫―」といった展示機会に向けて、トレーラーの
内装制作、イベントの運営補助に携わった。なお、ステー
ジトレーラーを使った新作舞台「日輪の翼」（中上健次・原
作）は、2016年 6月から各地で公演が行われ、その準備

にもとりかかっている。

02. ULTRA SANDWICH PROJECT #11 
ディレクター：名和晃平

参加学生：17名
彫刻家・名和晃平が主宰するクリエイティブプラットホー
ム SANDWICHで進行する、複数のプロジェクトに参画す
るプロジェクト。名和とダミアン・ジャレによるダンスパ
フォーマンス「VESSEL」では、振付家のジャレ、出演し
たダンサーの森山未來らとともにワークショップを行うな
ど、演出の構想段階から関わり、人を形どったオブジェを
配した舞台美術なども作りあげた。また、名和と野田秀樹
による、オリンピックに向けた文化発信プロジェクト「東
京キャラバン」では、駒沢オリンピック公園での３日間に
渡るイベントに参加した。ステージ美術の企画や制作に携
わり、学生が出した風車と軽トラの造形物「チューブカー」

がアイデアとして採用され、実際に制作された。

03. 宮永愛子@ re:birth プロジェクト
ディレクター：宮永愛子

参加学生：3名
ナフタリンを素材に時を視覚化した彫刻作品で知られる、
美術作家・宮永愛子の作品制作に携わるプロジェクト。プ
ロジェクト期間中、宮永が子供を授かったこともあり、作
品の実制作ではなく、ミーティングを中心とした活動となっ
た。水戸芸術館開館 25周年記念「カフェ・イン・水戸 R」
（2015年 8～ 9月）への出品作品の構想から展示計画にい
たるまで、作家としての考えを語りあいながら、お腹に子
どもを抱えた特別な時期に感じていること、考えたことに
ついても共有し、参加学生は宮永の作品世界に迫っていっ
た。なお、プロジェクトを終えた後、無事に宮永は女の子

を出産した。

04. BYEDIT 
ディレクター：多田智美、竹内厚 

参加学生：8名
企画編集会議を毎週行い、ゲストを迎えてワークショップ、
インタビューを行っている。本年は「タンサンアンドカン
パニー」の朝戸一聖さんをお招きし、アナログゲームをつ
くるワークショップを行い、カードゲーム開発に挑戦。一
般の造形大生を招いて、テストプレイなども行った。ウル
トラアワードのカタログ、本誌『THE ULTRA』の編集作業

を担当した。

01. SFXクラブ（特殊効果クラブ）
顧問：森彩華

フィギュア、コスプレ、物作り好きの集まったクラブ。個
人で考えた作品を自主的にウルトラ内の工房で制作、作品
を共有し意見交換を行うほか、コスチュームを作り、様々
なイベントに参加。物作りのスキルアップのため、講習を
開くなどの活動をしている。幕張で行われた「ワンダーフェ
スティバル」では、参加学生がフィギュアを作り、カプセ

ルに入れたガチャガチャを出展、販売を行った。

02. コラージュ川柳倶楽部　
顧問：柴田英昭（淀川テクニック）

アーティストユニット淀川テクニックの柴田英昭を顧問と
し、１年間コラージュ川柳（新聞記事から川柳を作る）制
作を軸に活動。アートイベント「のせでんアートライン 妙
見の森 2015」でのワークショップ、Ustreamでの生放送
配信でコラージュ川柳を広めている。川柳だけでなく、学
生が持ち寄ったアイデアなども探求している。

05. Japan Handmade 
ディレクター：細尾真孝

参加学生：5名
西陣織の伝統と技術を引き継ぐ、創業約 300年の京都の
老舗、株式会社細尾。その細尾が所蔵する江戸時代からの
手描きの帯の図案約 2万点をデジタルアーカイブ化し、そ
れをリソースにしてプロダクトなど新たな展開を試みる
プロジェクト。 2年目となる 2015年度は、「LOFT & Fab 

Award 2015」に応募し、図案をベースにデジタルツール
を使用した雑貨の企画を試みたほか、図案を使った動物園
のグッズ考案、図案をペインティング化するような異なる
メディアへの展開など、それぞれの視点で新たな提案を行っ
た。また、参加学生とのミーティングの中から、「お祝いご

と」を採り入れた雑貨の制作も行われた。

06. ULTRA× Kawaii PROJECT 
ディレクター：増田セバスチャン、ヤノベケンジ 

参加学生：16名
“原宿 kawaii文化 ”の第一人者である増田セバスチャンと
現代美術作家・ヤノベケンジによる、初のコラボレーショ
ン作品制作に参加するプロジェクト。琳派 400年を記念し
て、京都府立植物園で開催された展覧会「PANTHEON―
神々の饗宴―」で発表された巨大彫刻《雷神－黒い太陽》、
《フローラ》、《風神の塔》の制作、設営に携わったほか、未
来の植物を表現した増田の新作《New Generation Plant》は、
プロジェクト参加学生を時代を担っていく世代と捉え、学
生と増田の協働によって制作された。また、作品の端材な
どをもとに「ULTRA kawaiiグッズ」を学生がデザイン、制

作して学園祭で販売。完売するグッズも生まれた。
 

07. 髙橋匡太 ひかりのプロジェクト 
ディレクター：髙橋匡太 

参加学生：9名
光をもちいてアーティスト髙橋匡太とともに出来事を起こ
していくプロジェクト。増田セバスチャン×ヤノベケンジ
×髙橋匡太のコラボレーションによる琳派 400年記念展
「PANTHEON―神々の饗宴―」では、くすのき並木を照明
で琳派色に染め、《ひかりの実》を用いて夜景を出現させる
など「夜の植物園」の演出に関わった。また、ライトアッ
プ期間中に学生の企画、運営による子供を対象としたイベ
ント「入れる木―ふしぎな木の世界をちょっと覗いてみよ
う―」を開催。木の中に人が入る空間を抱えた植物園のシ
ンボルツリーに、鏡や鈴などで仕掛けを作り、木の中でさ
まざまな樹木の様相を感じてもらう体験型のイベントは、

大人にも盛況で長蛇の列ができた。

08. Design studio ZZZ 
ディレクター：服部滋樹、原田祐馬 

研究員：仲村健太郎、長尾崇弘 
参加学生：6名

ディレクター2人がそれぞれの事務所からスピンアウトし、
学内に立ち上がった実践的なデザインスタジオ。リサーチ
や実験を行いながら、空間、グラフィック、プロダクトな
ど分野領域を横断してデザインの実践を行う。本年は、地
域活性誌『亀岡誌』作成のためのリサーチから企画、デザ
インまでを行ったほか、ULTRA AWARD展の会場サイン、
ウェブページ、カタログなどのビジュアルイメージ全般、
そして本誌『THE ULTRA』のデザインなどを行った。

03. 鉄工所クラブ　
顧問：後藤雅樹

鉄を始め金属を専門的に使用した製品の制作と学生個人の
自主制作を中心に活動している。金沢 21世紀美術館で行
われた「ザ・コンテンポラリー 1 われらの時代：ポスト工
業化社会の美術」への八木良太出展作品、「六甲ミーツ・アー
ト 芸術散歩 2015」への髙橋匡太出展作品の制作サポート
や、graphから販売するろうそく立てを始め、鉄製ローテー
ブルやティッシュケース、棚など日常生活で使用できるも

のを制作。

04. 木彫倶楽部　
顧問：長尾恵那

木彫に関する専門的な技法を身に着けることのできる自主
制作を主体としたクラブ。参加学生は丸太から作品を制作
し、「公募展木彫フォークアートおおや」への出展も行った。
木彫だけでなく、彩色・展示までを学び、経験することを
中心に活動している。今年度は自主制作のみであったが、
来年度からはワークショップ形式の制作も行う予定。

01. Miwa Yanagi Theatre Project
Director: Miwa Yanagi

Participants: 14
This project contributes to the stage performances by 
the artist Miwa Yanagi. The theatre production Zero 
Hour, first staged in 2013 and also presented in 5 
North American cities, came for a return performance 
at the Kyoto Performing Arts Center Shunjuza on 
July 18 and 19, 2015. The students were organized 
into groups where they could each make use of their 
specialized disciplines, such as costumes, art direction 
and make up, and were involved at all stages of the 
production from rehearsals to the end of the actual 
shows. There were even students who appeared in the 
play as one of the 'usherettes' who are the narrators of 
Yanagi's performances. They also contributed to the 
construction of the trailer's interior and assisted with 
event management as part of the Stage Trailer Project in 
exhibition opportunities such as PARASOPHIA: Kyoto 
International Festival of Contemporary Culture and 
Open Storage 2015 in Osaka. They are also working on 
preparations for Wings of the Sun (based on the original 
work by Kenji Nakagami), a new production using the 
stage trailer which will have touring performances from 

June in 2016.

02. ULTRA SANDWICH PROJECT #11 

Director: Kohei Nawa
Participants: 17

An opportunity to participate in numerous projects at 
SANDWICH, the creative platform operated by the 
sculptor Kohei Nawa. With Nawa and Damien Jalet's 
dance performance VESSEL, the choreographer 
Jalet and lead performer Mirai Moriyama conducted 
workshops, with the participants also contributing to 
the planning phase of the performance as well as the 
creation of the people-shaped objects that made up 
the stage design. Furthermore, in preparation for a 3 
day event at Komazawa Olympic Park for the cultural 
transmission project Tokyo Caravan created by Nawa 
and Hideki Noda, students planned the stage design 
and the production, and the student's proposal for a 
wind turbine and light truck as Tube Car sculptures was 

taken up as an idea that was subsequently made.

03. Aiko Miyanaga@re:birth Project
Director: Aiko Miyanaga

Participants: 3
This project contributed to the making of the artist 
Aiko Miyanaga's work, which uses Naphtalene as a 
material to make sculptures that make time visible. 
Miyanaga was pregnant during the project period, so 
the activities were centered on meetings rather than 
the actual production of work. From the concept stage 
until the exhibition planning for the Mito Art Museum 
25th Anniversary Cafe in Mito R (August to September 
2015), through talking with the artist about her thoughts 
and feelings during the special period of having a child 
inside of her, the participating students were able to 
enter into the world of Miyanaga's work. Miyanaga safely 

gave birth to her child after the end of the project.

04. BYEDIT
Director: Tomomi Tada, Atsushi Takeuchi

Participants: 8
As well as having planning meetings every week, 
they also invite guests for workshops and carry out 
interviews. This year they invited Issei Asado from 
Tansan & Company, where they did a workshop to make 
analogue games as well as taking up the challenge of 
inventing a card game. They invited ordinary students 
from KUAD for a test play. They were also responsible 
for the editing work for the ULTRA AWARD catalogue 
and “THE ULTRA”.

01. SFX Club (Special Effects Club)
Advisor: Ayaka Mori

This is a club where enthusiasts for Figures, Cosplay 
and making things in general could gather. They 
proactively made work inside the Ultra Factory studio 
that they thought of themselves, and shared their 
works and exchanged opinions, made costumes and 
participated in various events. In order to up their 
fabrication skills, they even created training courses. 
At the Wonder Festival in Makuhari, the participating 
students made figures and exhibited and sold gacha-

gacha toys inside capsules.

02. Collage Senryu Club
Advisor: Hideaki Shibata (Yodogawa Technique)

With Hideaki Shibata from the artist unit Yodogawa 
Technique as advisor, the one year Collage Senryu 
(making senryu poems from newspaper articles) was 
the center of their activity. The workshop at the art event 
Noseden Artline Myoken Forest 2015 and the Ustream 
live broadcast helped to spread Collage Senryu. As well 
as the Senryu poems, ideas brought by the students 
were also pursued.

4 CLUBS

ULTRA PROJECT 2015

8 PROJECTS
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施設概要…………名称｜ウルトラファクトリー‖所
在地｜京都造形芸術大学 /至誠館B1及び人間館B2

階（木工室）‖構成｜ウルトラ工房（66平米）は金属
加工・樹脂成形の整備機会を備え、木工室（260平
米）は木工加工の設備機会を備える。‖主な設備｜
アーク熔接機 /ガス熔接機 /TIG熔接機 /半自動熔接機
/プラズマ切断機 /施盤 /フライス盤 /コンターマシー

ン /バイブロシャー /手押し鉋盤 /自動鉋盤 /昇降鉋盤
/横切り盤 /ボール盤 /パネルソー /ユニバーサルセン
ター /角のみ盤 /レーザーカッター /大型インクジェッ
トプリンター /レーザー加工機 /シャーリング /カー
ボンヒーター /ウォーターブース /門型クレーン‖開
館時間｜15:00-20:00（火）、10:00-20:00（水–金）、
10:00–18:00（土）‖休館日｜日曜日・月曜日・祝日

Qutiline of facility............Name｜ULTRA FACTORY｜
Location｜Kyoto University of Art and Design/SHISEIKAN 

[B1F] and NINGENKAN [B2F]｜Contents｜ULTRA 

FACTORY （667m2） provides machinery formetallic 

processing and resin molding, and WOOD WORKSHOP 

（260m2） provides facilities for wood processing.  ｜Main 

equiments｜ Arc weldings / Gas welding / TIG weldeng 

/ Semi-automatic welding / Plasma cutting system / Lathe 

/ Milling machine / Contour machine / Vibero shear / 

Thickness planer / Jointer / Tabele saw / Driling machine 

/ Panel saw / Band saw / Universal sander / Chisel 

mortiser / Laser cutter / Laege-scale printer / Laser cutter 

/ Shirring machine / Carbon heater / Water booth / Gantry 

crane｜Opening hours｜15:00–20:00 (Tue.), 10:00–

20:00 (Wed.–Fri.), 10:00–18:00 (Sat.) ｜Closed｜Sunday 

and Monday,Holiday

ULTRA FACTORY /ウルトラファクトリー
2008年6月、京都造形芸術大学に新設された金属加工および樹脂成形を扱う工房と、
木材加工を扱う工房の2つから構成される立体専門工房。技術力/思考力の向上を目
的とした類例のない特殊教育を実施。さまざまな実践型プロジェクトを通して、芸術
家の創造と美意識、職人が持つ技術上の熟練と制作に対する情熱とをあわせ持ち、社
会的自覚を持って行動できる人材の育成を目指す。その活動の中心となるのは、第一
線で活躍するアーティストやデザイナーを迎えてのプロジェクト型実践授業［ULTRA 

PROJECT］。また、［design studio ZZZ］では、思考するデザイナーを育成、［BYEDIT］
では場やメディアのリサーチを独自の視点で展開。ウルトラファクトリーは、創造的
な思考と研究の場であり、また実験的な構想を実現する工房として機能している。

Synopsis: ULTRA FACTORY

Ultra Factory is a studio specialized in three-dimensional works, established in June 2008 at 

Kyoto University of Art and Design and structured around two studios, one for metal processing 

and resin molding and one for woodwork. It was made for a unique education that aims to improve 

technical and conceptual ability. Through a variety of practical projects, it aspires to nurture the 

ability to act while having social self-awareness, by combining the creative and aesthetic sense 

of artists with the technical experience and passion for making possessed by craftspeople. The 

heart for these endeavors is the project-based practical courses of the ULTRA PROJECT, which 

features artists and designers who operate at the forefront of their fields. In addition, design studio 

ZZZ seeks to develop thinking designers, and BYEDIT carries out research of sites and media 

from a unique perspective. Ultra Factory functions as a creative space for thinking and research, 

as well as a studio that realizes experimental initiatives.

ABOUT ULTRA FACTORY

ULTRA AWARD 2016 Special Exhibition curated by Yuko Hasegawa

特典
1. 作品制作費補助
2. 長谷川祐子による作品指導
3. ウルトラファクトリーによる
 テクニカルサポート
4. 展覧会カタログ・広報資料の作成

スケジュール
1. 応募［6月末日〆切］、選出作家決定
 2016年 6月末必着で、応募用紙とポートフォリオ、作品プランを提出。
 長谷川祐子選考により選出作家を決定。
2. 長谷川祐子ティーチングによる制作［8月～ 10月］

 選出作家には制作補助費を支給。長谷川によるティーチングのもと、作品制作を行います。
3. 展覧会開催［11月中、会期 3週間を予定（搬入出含む）］

 京都造形芸術大学内にて展覧会を開催。
4. カタログ発行［2017年 3月］

 プレゼンテーションツールとして機能する展覧会カタログ［日 /英］を発行。

応募 /お問い合わせ先 

京都造形芸術大学ウルトラファクトリー（至誠館 B1）

［担当 :古川・石塚］

〒 606–8271 京都市左京区北白川瓜生山 2–116

tel: 075–791–8201

mail: contact@ultrafactory.jp

website: www.ultrafactory.jp

→制作プランのための事前相談、工房見学は随時対応します。
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2016年 6月30日（木） 17:00必着

ウルトラファクトリーが主催し、2010年度から
開催されてきた京都造形芸術大学の全在学生・卒
業生を対象としたアート・コンペティション「ウ
ルトラアワード」は本年 7年目を迎えます。そ
の間、有望な若手アーティストが育ってきました。
昨年はウルトラアワード初回より審査員を務め、
世界の第一線で活躍するキュレーター、長谷川祐

子が今を映すテーマを設定し、作家選出から制作
指導、展覧会構成まで総合的なキュレーションを
行い好評を博しました。今年度は再び長谷川祐子
を迎えての第二弾。若手アーティストやアーティ
スト志望者がさらなるステージへと飛躍するた
めのコンペティションと展覧会を実施致します。
奮ってご応募ください。

キュレーター＝長谷川祐子
制作指導＝ヤノベケンジ（美術作家／ウルトラファクトリーディレクター）
応募資格＝京都造形芸術大学在学生および 35歳以下の卒業生。領域不問（絵画、彫刻、デザイン、建築、映像、アニメーション、パフォーマンス等）

ニュー・オーガニクス


